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(57)【要約】
【課題】栓刃を差込口に容易に挿入することのできるコ
ンセント、接続装置を提供することにある。
【解決手段】コンセントＡは、コンセントブロック２と
扉体７とを備えている。扉体７には、扉体７が開状態に
おいて、プラグのプラグボディの突起部に当接する規制
部８７が設けられている。プラグは、扉体７を開状態と
したコンセントＡに対して栓刃の挿入方向に挿入される
と、突起部が規制部８７に当接して、栓刃挿入方向と扉
体７の開閉動作方向との両方に直交する直交方向へのプ
ラグボディの移動を規制する。この状態において、コン
セント本体１Ａに対するプラグボディの位置は、栓刃が
差込口に対応する位置に規制されることになる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プラグボディから栓刃が突出して設けられたプラグが接続されるコンセントであって、
　差込口から挿入される前記栓刃を挟持する刃受部を具備するコンセント本体を備え、
　前記コンセント本体には、プラグの接続時に前記プラグボディの一部に当接する規制部
が設けられており、
　前記規制部は、前記プラグボディの一部に当接することで前記栓刃の挿入方向とは異な
る方向への前記プラグボディの移動を規制し、前記コンセント本体に対する前記プラグボ
ディの位置を前記栓刃と前記差込口とが対応する位置に合わせる
　ことを特徴とするコンセント。
【請求項２】
　前記コンセント本体から突出して設けられた支持体を備え、
　前記規制部は、前記支持体のうち前記プラグボディと対向する面である支持面に設けら
れており、プラグの接続時には、前記プラグボディの一部に当接して、前記支持面に沿う
平面内で前記栓刃の挿入方向と直交する直交方向への前記プラグボディの移動を規制する
　ことを特徴とする請求項１に記載のコンセント。
【請求項３】
　前記規制部は、前記支持体の前記支持面に設けられた凹所であって、前記プラグボディ
に設けられている突起部が納まる凹所からなる
　ことを特徴とする請求項２に記載のコンセント。
【請求項４】
　前記凹所には、前記栓刃の挿入方向において前記凹所の底面から前記支持面に向かい傾
斜する傾斜部が設けられる
　ことを特徴とする請求項３に記載のコンセント。
【請求項５】
　前記支持体の前記支持面における前記栓刃の挿入方向の前記規制部よりも前記コンセン
ト本体側には、前記栓刃を前記刃受部に把持した状態において前記プラグボディに設けら
れている突起部を固定する固定部が設けられる
　ことを特徴とする請求項２～４のいずれか一項に記載のコンセント。
【請求項６】
　前記固定部は、前記栓刃を前記刃受部に把持した状態において前記プラグボディに設け
られている係合部と係合することにより、前記支持体に対する前記プラグボディの前記直
交方向の移動を規制する
　ことを特徴とする請求項５に記載のコンセント。
【請求項７】
　前記固定部は、前記支持体の前記支持面から突出する突形状を有し、凹形状の前記係合
部により前記直交方向の両側から挟みこまれる
　ことを特徴とする請求項６に記載のコンセント。
【請求項８】
　前記凹所は、仕切壁が設けられることにより２つの凹所に区分けされ、
　前記栓刃の挿入方向における前記コンセント本体側の前記凹所が前記栓刃を前記刃受部
に挟持した状態において前記突起部を固定する固定部となり、前記コンセント本体とは反
対側の前記凹所が前記規制部となる
　ことを特徴とする請求項３または４に記載のコンセント。
【請求項９】
　前記支持体は、前記差込口を覆う閉位置と前記差込口を外部に露出させる開位置との間
で回動可能な扉体からなり、
　前記扉体を前記閉位置へ向かい付勢する付勢部材をさらに備える
　ことを特徴とする請求項２～８のいずれか一項に記載のコンセント。
【請求項１０】
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　前記閉位置において、前記扉体は前記コンセント本体の外縁よりも突出する部位を有す
る
　ことを特徴とする請求項９に記載のコンセント。
【請求項１１】
　前記コンセント本体には、前記挿入口が形成された挿入面を露出させるとともに当該挿
入面以外の面を覆う化粧カバーが設けられ、
　前記化粧カバーの表面には、前記扉体が前記閉位置にあるときの前記規制部と対応する
位置に前記化粧カバーを保護する保護部材が設けられる
　ことを特徴とする請求項１０に記載のコンセント。
【請求項１２】
　前記コンセント本体には、前記扉体が閉位置となるときに当該扉体と接触する接触面が
設けられ、
　前記接触面は、前記挿入口が形成された挿入面と平行となる
　ことを特徴とする請求項９～１１のいずれか一項に記載のコンセント。
【請求項１３】
　前記コンセント本体には、当該コンセント本体への電力供給のオン状態及びオフ状態を
表示する表示部が設けられる
　ことを特徴とする請求項１～１２のいずれか一項に記載のコンセント。
【請求項１４】
　前記コンセント本体は壁面に取り付けられ、
　前記コンセント本体と前記壁面との間には、スペーサが挟まれる
　ことを特徴とする請求項１～１３のいずれか一項に記載のコンセント。
【請求項１５】
　前記刃受部は、所定方向に配列された一対の第１挟持片と、前記所定方向に直交する方
向に隣接して配列された第２挟持片とを有する
　ことを特徴とする請求項１～１４のいずれか一項に記載のコンセント。
【請求項１６】
　コンセント本体の差込口に栓刃を挿入することでコンセントに接続されるプラグであっ
て、
　前記栓刃が突出して設けられたプラグボディを備え、
　前記プラグボディには、コンセントへの接続時に前記コンセント本体に設けられた規制
部に当接する突起部が設けられており、
　前記突起部は、前記規制部に当接することで前記栓刃の挿入方向とは異なる方向への前
記プラグボディの移動を規制し、前記コンセント本体に対する前記プラグボディの位置を
前記栓刃と前記差込口とが対応する位置に合わせる
　ことを特徴とするプラグ。
【請求項１７】
　前記突起部は、前記コンセント本体から突出して設けられた支持体のうち前記プラグボ
ディと対向する面である支持面に設けられている前記規制部に当接するように、前記プラ
グボディにおける前記支持面と対向する一側面から突出して設けられており、コンセント
への接続時には、前記支持面に沿う平面内で前記栓刃の挿入方向と直交する直交方向への
前記プラグボディの移動を規制する
　ことを特徴とする請求項１６に記載のプラグ。
【請求項１８】
　前記プラグボディには、前記コンセントに接続された状態において、前記支持体の前記
支持面における前記栓刃の挿入方向の前記規制部よりも前記コンセント本体側に設けられ
ている固定部と係合することにより、前記プラグボディの前記直交方向の移動を規制する
係合部が設けられる
　ことを特徴とする請求項１７に記載のプラグ。
【請求項１９】
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　前記係合部は、前記支持体の前記支持面から突出する突形状の前記固定部を前記直交方
向の両側から挟みこむ凹形状である
　ことを特徴とする請求項１８に記載のプラグ。
【請求項２０】
　前記突起部における前記直交方向の両側面は、前記突起部の中央部から前記直交方向の
外側に向かうにつれて前記プラグボディからの前記突起部の突出量が小さくなるように傾
斜している
　ことを特徴とする請求項１７～１９のいずれか一項に記載のプラグ。
【請求項２１】
　前記プラグボディには、前記直交方向の両側面に平面形状の把持部が設けられる
　ことを特徴とする請求項１７～２０のいずれか一項に記載のプラグ。
【請求項２２】
　前記プラグボディには、前記突起部が設けられた部位とは反対側になる側面に位置表示
部が設けられる
　ことを特徴とする請求項１７～２１のいずれか一項に記載のプラグ。
【請求項２３】
　プラグボディから栓刃が突出して設けられたプラグと、前記栓刃が挿抜自在に挿入され
るコンセントとを備える接続装置であって、
　前記コンセントは、差込口から挿入される栓刃を挟持する刃受部を具備するコンセント
本体を備え、
　前記コンセント本体には、プラグの接続時に前記プラグボディの一部に当接する規制部
が設けられており、
　前記規制部は、前記プラグボディの一部に当接することで前記栓刃の挿入方向とは異な
る方向への前記プラグボディの移動を規制し、前記コンセント本体に対する前記プラグボ
ディの位置を前記栓刃と前記差込口とが対応する位置に合わせる
　ことを特徴とする接続装置。
【請求項２４】
　前記コンセントは、前記コンセント本体から突出して設けられた支持体を備え、
　前記プラグボディには、前記支持体のうち前記プラグボディと対向する面である支持面
に設けられている前記規制部に当接する突起部が、前記支持面と対向する一側面から突出
して設けられており、
　前記規制部は、前記プラグの接続時には、前記突起部に当接して、前記支持面に沿う平
面内で前記栓刃の挿入方向と直交する直交方向への前記プラグボディの移動を規制する
　ことを特徴とする請求項２３に記載の接続装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、栓刃が差込口に挿入されることで電気的に接続されるコンセント、プラグ、
接続装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　コンセントには、差込口に埃の堆積を防止することを目的として、差込口を覆う開閉可
能な扉体を備えたものが知られている（例えば、特許文献１参照）。このようなコンセン
トでは、プラグを差込口に挿入する際には、扉体を手動で開けて差込口を露出した状態と
し、コンセントの不使用時には、差込口を覆うように扉体を閉めている。
【０００３】
　また、扉体がないコンセントでも、差込口を下向きに開口して導電部に水が入りにくい
構造とし、屋外の壁面等に取り付けられて使用される防水コンセントなどが知られている
（例えば、特許文献２参照）。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１１－１８５８６１号公報
【特許文献２】特開２００７－１０３２５８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上述したような扉体を有するコンセントでは、プラグを挿入する際に扉体が
プラグと干渉することにより、プラグの栓刃を差込口に対して位置合わせすることが困難
である問題があった。このような問題を解決するために、使用者が片手で扉体を保持し、
片手でプラグを差込口に挿入する方法が考えられるが、使用者が扉体をプラグに干渉しな
いように保持しなければならないため、プラグをコンセントに挿入する作業が煩雑であっ
た。
【０００６】
　また、扉体がなくても上述の防水コンセントなどにおいては、例えばコンセントの取付
角度や取付位置などによって、使用者が差込口を目視しにくいような状態で取り付けられ
ている場合には、プラグの栓刃を差込口に対して位置合わせすることが困難な場合がある
。
【０００７】
　本発明は、上記実情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、栓刃を差
込口に容易に挿入することのできるコンセント、プラグ、接続装置を提供することにある
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明のコンセントは、プラグボディから栓刃が突出して設けられたプラグが接続され
るコンセントであって、差込口から挿入される前記栓刃を挟持する刃受部を具備するコン
セント本体を備え、前記コンセント本体には、プラグの接続時に前記プラグボディの一部
に当接する規制部が設けられており、前記規制部は、前記プラグボディの一部に当接する
ことで前記栓刃の挿入方向とは異なる方向への前記プラグボディの移動を規制し、前記コ
ンセント本体に対する前記プラグボディの位置を前記栓刃と前記差込口とが対応する位置
に合わせることを特徴とする。
【０００９】
　このコンセントにおいて、前記コンセント本体から突出して設けられた支持体を備え、
前記規制部は、前記支持体のうち前記プラグボディと対向する面である支持面に設けられ
ており、プラグの接続時には、前記プラグボディの一部に当接して、前記支持面に沿う平
面内で前記栓刃の挿入方向と直交する直交方向への前記プラグボディの移動を規制するこ
とが望ましい。
【００１０】
　このコンセントにおいて、前記規制部は、前記支持体の前記支持面に設けられた凹所で
あって、前記プラグボディに設けられている突起部が納まる凹所からなることがより望ま
しい。
【００１１】
　このコンセントにおいて、前記凹所には、前記栓刃の挿入方向において前記凹所の底面
から前記支持面に向かい傾斜する傾斜部が設けられることがより望ましい。
【００１２】
　このコンセントにおいて、前記支持体の前記支持面における前記栓刃の挿入方向の前記
規制部よりも前記コンセント本体側には、前記栓刃を前記刃受部に把持した状態において
前記プラグボディに設けられている突起部を固定する固定部が設けられることがより望ま
しい。
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【００１３】
　このコンセントにおいて、前記固定部は、前記栓刃を前記刃受部に把持した状態におい
て前記プラグボディに設けられている係合部と係合することにより、前記支持体に対する
前記プラグボディの前記直交方向の移動を規制することがより望ましい。
【００１４】
　このコンセントにおいて、前記固定部は、前記支持体の前記支持面から突出する突形状
を有し、凹形状の前記係合部により前記直交方向の両側から挟みこまれることがより望ま
しい。
【００１５】
　このコンセントにおいて、前記凹所は、仕切壁が設けられることにより２つの凹所に区
分けされ、前記栓刃の挿入方向における前記コンセント本体側の前記凹所が前記栓刃を前
記刃受部に挟持した状態において前記突起部を固定する固定部となり、前記コンセント本
体とは反対側の前記凹所が前記規制部となることがより望ましい。
【００１６】
　このコンセントにおいて、前記支持体は、前記差込口を覆う閉位置と前記差込口を外部
に露出させる開位置との間で回動可能な扉体からなり、前記扉体を前記閉位置へ向かい付
勢する付勢部材をさらに備えることがより望ましい。
【００１７】
　このコンセントでは、前記閉位置において、前記扉体は前記コンセント本体の外縁より
も突出する部位を有することがより望ましい。
【００１８】
　このコンセントにおいて、前記コンセント本体には、前記挿入口が形成された挿入面を
露出させるとともに当該挿入面以外の面を覆う化粧カバーが設けられ、前記化粧カバーの
表面には、前記扉体が前記閉位置にあるときの前記規制部と対応する位置に前記化粧カバ
ーを保護する保護部材が設けられることがより望ましい。
【００１９】
　このコンセントにおいて、前記コンセント本体には、前記扉体が閉位置となるときに当
該扉体と接触する接触面が設けられ、前記接触面は、前記挿入口が形成された挿入面と平
行となることがより望ましい。
【００２０】
　このコンセントにおいて、前記コンセント本体には、当該コンセント本体への電力供給
のオン状態及びオフ状態を表示する表示部が設けられることがより望ましい。
【００２１】
　このコンセントにおいて、前記コンセント本体は壁面に取り付けられ、前記コンセント
本体と前記壁面との間には、スペーサが挟まれることがより望ましい。
【００２２】
　このコンセントにおいて、前記刃受部は、所定方向に配列された一対の第１挟持片と、
前記所定方向に直交する方向に隣接して配列された第２挟持片とを有することがより望ま
しい。
【００２３】
　本発明のプラグは、コンセント本体の差込口に栓刃を挿入することでコンセントに接続
されるプラグであって、前記栓刃が突出して設けられたプラグボディを備え、前記プラグ
ボディには、コンセントへの接続時に前記コンセント本体に設けられた規制部に当接する
突起部が設けられており、前記突起部は、前記規制部に当接することで前記栓刃の挿入方
向とは異なる方向への前記プラグボディの移動を規制し、前記コンセント本体に対する前
記プラグボディの位置を前記栓刃と前記差込口とが対応する位置に合わせることを特徴と
する。
【００２４】
　このプラグにおいて、前記突起部は、前記コンセント本体から突出して設けられた支持
体のうち前記プラグボディと対向する面である支持面に設けられている前記規制部に当接
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するように、前記プラグボディにおける前記支持面と対向する一側面から突出して設けら
れており、コンセントへの接続時には、前記支持面に沿う平面内で前記栓刃の挿入方向と
直交する直交方向への前記プラグボディの移動を規制することが望ましい。
【００２５】
　このプラグにおいて、前記プラグボディには、前記コンセントに接続された状態におい
て、前記支持体の前記支持面における前記栓刃の挿入方向の前記規制部よりも前記コンセ
ント本体側に設けられている固定部と係合することにより、前記プラグボディの前記直交
方向の移動を規制する係合部が設けられることがより望ましい。
【００２６】
　このプラグにおいて、前記係合部は、前記支持体の前記支持面から突出する突形状の前
記固定部を前記直交方向の両側から挟みこむ凹形状であることがより望ましい。
【００２７】
　このプラグにおいて、前記突起部における前記直交方向の両側面は、前記突起部の中央
部から前記直交方向の外側に向かうにつれて前記プラグボディからの前記突起部の突出量
が小さくなるように傾斜していることがより望ましい。
【００２８】
　このプラグにおいて、前記プラグボディには、前記直交方向の両側面に平面形状の把持
部が設けられることがより望ましい。
【００２９】
　このプラグにおいて、前記プラグボディには、前記突起部が設けられた部位とは反対側
になる側面に位置表示部が設けられることがより望ましい。
【００３０】
　本発明の接続装置は、プラグボディから栓刃が突出して設けられたプラグと、前記栓刃
が挿抜自在に挿入されるコンセントとを備える接続装置であって、前記コンセントは、差
込口から挿入される栓刃を挟持する刃受部を具備するコンセント本体を備え、前記コンセ
ント本体には、プラグの接続時に前記プラグボディの一部に当接する規制部が設けられて
おり、前記規制部は、前記プラグボディの一部に当接することで前記栓刃の挿入方向とは
異なる方向への前記プラグボディの移動を規制し、前記コンセント本体に対する前記プラ
グボディの位置を前記栓刃と前記差込口とが対応する位置に合わせることを特徴とする。
【００３１】
　この接続装置において、前記コンセントは、前記コンセント本体から突出して設けられ
た支持体を備え、前記プラグボディには、前記支持体のうち前記プラグボディと対向する
面である支持面に設けられている前記規制部に当接する突起部が、前記支持面と対向する
一側面から突出して設けられており、前記規制部は、前記プラグの接続時には、前記突起
部に当接して、前記支持面に沿う平面内で前記栓刃の挿入方向と直交する直交方向への前
記プラグボディの移動を規制することが望ましい。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明によれば、栓刃を差込口に容易に挿入することのできるプラグ、コンセント、接
続装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】第１の実施形態について、コンセントの分解斜視構造を示す斜視図。
【図２】同実施形態のコンセントブロックについて、（ａ）コンセントブロックの分解斜
視構造を示す斜視図、（ｂ）受口カバーの正面構造を示す平面図。
【図３】同実施形態の扉体について、（ａ）扉体を上方から見た斜視構造を示す斜視図、
（ｂ）扉体を（ａ）の断面線Ａ－Ａにて切った断面構造を示す断面図。
【図４】同実施形態のコンセント断面構造を示す断面図。
【図５】同実施形態のコンセントについて、（ａ）扉体が閉状態のときの下方から見た斜
視構造を示す斜視図、（ｂ）扉体が閉状態のときの上面構造を示す平面図。
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【図６】同実施形態のプラグについて、（ａ）上方から見た斜視構造を示す斜視図、（ｂ
）下方から見た斜視構造を示す斜視図。
【図７】同実施形態のコンセントへプラグを挿入する態様について、（ａ）扉体が閉状態
のときの扉体とプラグとの関係を示す模式図、（ｂ）扉体を開状態としたときのプラグと
扉体との関係を示す模式図、（ｃ）（ｂ）からプラグが挿入される状態を示す模式図、（
ｄ）規制部に突起部が収納される状態を示す模式図。
【図８】同実施形態の扉体とプラグとの位置関係について、規制部に突起部が収納された
状態の下面構造を示す平面図。
【図９】同実施形態のコンセントへプラグを挿入する態様について、（ａ）保持部と突起
部とが係合される状態を示す模式図、（ｂ）保持部の頂面に突起部が位置する状態を示す
模式図、（ｃ）突起部が固定部に収納される状態を示す模式図。
【図１０】同実施形態のコンセントからプラグを抜き去る態様について、（ａ）使用者が
押圧した扉体の状態を示す模式図、（ｂ）コンセントからプラグを抜き去った後の扉体の
動作を示す模式図。
【図１１】第２の実施形態について、扉体の斜視構造を示す斜視図。
【図１２】同実施形態のプラグの斜視構造を示す斜視図。
【図１３】同実施形態のプラグ及びコンセントについて、（ａ）コンセントにプラグを接
続完了した状態の断面構造を示す断面図、（ｂ）（ａ）を下方から見た平面図。
【図１４】第３の実施形態について、コンセントの外観を示す斜視図。
【図１５】同実施形態のコンセントにプラグが接触した状態の斜視構造を示す斜視図。
【図１６】第４の実施形態について、壁面にコンセントを取り付けた状態の断面構造を示
す断面図。
【図１７】同実施形態のコンセントについて、スペーサの斜視構造を示す斜視図。
【図１８】第５の実施形態について、コンセントの外観を示す正面図。
【図１９】第６の実施形態について、コンセントの外観を示す斜視図。
【図２０】同実施形態のコンセントへプラグを挿入する態様について、（ａ）突起部が規
制部に収納される状態を示す模式図、（ｂ）傾斜部に突起部が位置する状態を示す模式図
、（ｃ）突起部が固定部に収納される状態を示す模式図。
【図２１】同実施形態のコンセントからプラグを抜き去る態様について、（ａ）使用者が
押圧した支持板の状態を示す模式図、（ｂ）コンセントからプラグを抜き去った後の状態
を示す模式図。
【図２２】その他の実施形態について、コンセントの外観を示す正面図。
【図２３】その他の実施形態について、コンセントブロックの受口カバーの正面構造を示
す平面図。
【図２４】その他の実施形態について、扉体の上方から見た斜視構造を示す斜視図。
【図２５】その他の実施形態について、（ａ）扉体の上方から見た斜視構造を示す斜視図
、（ｂ）扉体の下方から見た斜視構造を示す斜視図。
【図２６】その他の実施形態について、扉体の上方から見た斜視構造を示す斜視図。
【図２７】その他の実施形態について、扉体の上方から見た斜視構造を示す斜視図。
【図２８】その他の実施形態について、扉体の上方から見た斜視構造を示す斜視図。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　（第１の実施形態）
　図１～図１０を参照して、本発明のコンセント及びプラグを家屋の屋外の壁面に設けら
れる防水コンセント及びこの防水コンセントに挿入されるプラグとして具体化した第１の
実施形態について説明する。コンセントはプラグと共に接続装置を構成する。
【００３５】
　図１に示すように、防水コンセント（以下、「コンセントＡ」）は、プラグＢの栓刃９
１（図６参照）が挿入される差込口７５（図２参照）が設けられたコンセント本体１Ａと
、このコンセント本体１Ａに設けられるとともに差込口７５の開閉動作を行う扉開閉機構
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１Ｂとにより構成されている。
【００３６】
　以下では、壁面の表側及び裏側を規定する方向を「前後方向Ｘ」とし、鉛直方向に沿う
方向を「上下方向Ｚ」とし、前後方向及び上下方向の両方に直交する方向を「左右方向Ｙ
」とする。また前後方向Ｘにおいて、壁面の表側に向かう方向を「前方」とし、壁面の裏
側に向かう方向を「後方」とする。
【００３７】
　コンセント本体１Ａには、電線が接続されるとともに、プラグＢが接続されることによ
りプラグＢに電線からの電力を供給するコンセントブロック２と、このコンセントブロッ
ク２を内部に収納するとともに保持するボディ３とが設けられている。このボディ３の後
方には、壁面と前後方向Ｘの間に配置される防水パッキン（以下、「パッキン４」）が取
り付けられている。ボディ３及び防水パッキン４の両方は、壁面の裏側に配置された取付
枠５にねじ部材ＳＣ１によって固定されている。コンセントブロック２は、ねじ部材ＳＣ
２によってボディ３に固定されている。またボディ３の前方の面である前面には、化粧カ
バー６が取り付けられている。
【００３８】
　ボディ３には、矩形状の枠体である本体部２０と、本体部２０の上方から前方に向かい
突出する保持部２１とが設けられている。この保持部２１には、コンセントブロック２が
収納されている。またボディ３の左右方向Ｙの中央部における上端部及び下端部には、ね
じ部材ＳＣ１を挿通するための貫通孔２２が設けられている。下方の貫通孔２２には、ね
じ部材ＳＣ１を覆うカバー体２３が取り付けられている。
【００３９】
　パッキン４には、矩形状の枠体である本体部３０と、本体部３０の前面を覆う蓋部３１
とが連続一体に設けられている。この蓋部３１の上方には、この蓋部３１を前後方向に貫
通するとともに前後方向Ｘの正面視において矩形状に形成された電線挿通孔３２が設けら
れている。この電線挿通孔３２には、壁面の裏側から配線された電線が挿通されるように
なる。蓋部３１の外周縁と本体部３０との接続部分には全周に亘り段部３３が設けられて
いる。この段部３３により、ボディ３とパッキン４とが互いに嵌合するようになる。また
ボディ３の貫通孔２２に対応するパッキン４の箇所には、ねじ部材ＳＣ１を挿通するため
の貫通孔３４が設けられている。
【００４０】
　取付枠５には、略矩形状の挿通孔４１が設けられた矩形状の枠体である本体部４０が設
けられている。本体部４０の挿通孔４１の上下方向の両側には、本体部４０を前後方向Ｘ
に貫通するとともに壁面の裏側に取り付けられたスイッチボックス（不図示）にねじ部材
（不図示）により取り付けられるための取付孔４２が設けられている。この取付孔４２の
上下方向Ｚの両側には、パッキン４の貫通孔３４と対応するとともに本体部４０を前後方
向Ｘに貫通する貫通孔４３が設けられている。
【００４１】
　化粧カバー６は、保持部２１を前方から覆うとともに表面が曲面形状にて形成される周
壁部５０と、この周壁部５０の上方を覆うとともに後方に向かうにつれて上方に傾斜する
上壁５１とが設けられている。これら周壁部５０と上壁５１とにより、化粧カバー６は下
方に開口するようになる。
【００４２】
　扉開閉機構１Ｂには、開閉動作を行う扉体７と、この扉体７に取り付けられるシャフト
８と、シャフト８を収納するとともに保持する軸ボディ９とが設けられている。この軸ボ
ディ９は、ねじ部材ＳＣ３によりボディ３に取り付けられている。またシャフト８には、
扉体７を差込口７５に向かい付勢する付勢手段であるつるまきばね（以下、「ばね１０」
）が取り付けられている。
【００４３】
　扉開閉機構１Ｂは、軸ボディ９に設けられたシャフト挿通孔９ａにシャフト８を挿入し
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、シャフト８のシャフト挿通孔９ａよりも左右方向Ｙの両側にばね１０を取り付けた状態
において、ばね１０よりも左右方向Ｙの両側のシャフト８の部位に扉体７を取り付ける。
これにより、シャフト８を回転軸として、扉体７は回転するようになる。即ち扉体７の開
閉動作はシャフト８を中心とした回転によって行われる。
【００４４】
　図２（ａ）に示すように、コンセントブロック２には、ボディ３（図１参照）に保持さ
れる筐体であるコンセントボディ１１及びコンセントカバー１２が樹脂材料を射出成形す
ることにより成形されている。これらコンセントボディ１１及びコンセントカバー１２に
よって形成される内部空間には、３個の端子板１３、４個の錠ばね１４及び２個の解除釦
１５がそれぞれ収納されている。またコンセントボディ１１及びコンセントカバー１２に
は、コンセントボディ１１及びコンセントカバー１２とは別部材として、栓刃（不図示）
を受ける受口カバー１６が設けられている。
【００４５】
　コンセントボディ１１及びコンセントカバー１２のそれぞれには、受口カバー１６を嵌
合することにより固定する固定部１１ａ，１２ａが設けられている。
【００４６】
　コンセントボディ１１の底壁１１ｂには、この底壁１１ｂを前後方向に貫通するととも
に上記内部空間に連通する電線挿通孔１１ｃが設けられている。この電線挿通孔１１ｃに
は、電線が挿入されるようになる。また底壁１１ｂには、底壁１１ｂを前後方向Ｘに貫通
するとともに解除釦１５を操作するための操作孔１１ｄが設けられている。
【００４７】
　端子板１３は、左右方向Ｙに配列された２個の電源端子板１３Ａと、これら電源端子板
１３Ａと左右方向Ｙに隣接して配列された１個の接地端子板１３Ｂとにより構成されてい
る。
【００４８】
　各電源端子板１３Ａには、上下方向Ｚ及び左右方向Ｙに沿う平板状の基部６０と、この
基部６０から下方に向かい延びる刃受部６１と、基部６０の上端部から後方に延びる錠ば
ね接触部６２と、基部６０の下端部から後方に向かい延びる電線接触部６３とが設けられ
ている。錠ばね１４は基部６０に当接するとともに錠ばね接触部６２と電線接触部６３と
の上下方向Ｚの間に収納されている。解除釦１５は、左右方向Ｙに配列された錠ばね１４
の間に配置されている。刃受部６１には、一対の第１挟持片６４Ａと、これら第１挟持片
６４Ａに左右方向Ｙに隣接して配置される第２挟持片６４Ｂとが設けられている。
【００４９】
　接地端子板１３Ｂには、電源端子板１３Ａと同様に基部（不図示）、刃受部６５、錠ば
ね接触部６６及び電線接触部６７とが設けられている。接地端子板１３Ｂには、錠ばね接
触部６６及び電線接触部６７が左右方向Ｙに離間して２つそれぞれ設けられている。そし
て錠ばね１４は各錠ばね接触部６６と電線接触部６７との間に収納され、これら錠ばね１
４の左右方向Ｙの間に解除釦１５が配置されている。
【００５０】
　受口カバー１６は、上下方向Ｚの平面視において略四角形状に形成された本体部７０が
設けられている。この本体部７０の上方には、固定部１１ａ，１２ａと嵌合する周壁面７
１が設けられている。また本体部７０の下方には、上下方向Ｚの平面視において円形に形
成されるとともに下面７２から上方に向かい凹む凹部７３が設けられている。この凹部７
３の底面７４には、差込口７５が設けられている。
【００５１】
　図２（ｂ）に示すように、差込口７５は、上下方向Ｚの平面視において左右方向Ｙが長
手の長方形となる２つの電源挿入孔７５ａと、略丸形となる接地挿入孔７５ｂとが設けら
れている。電源挿入孔７５ａは、左右方向Ｙに配列され、接地挿入孔７５ｂは電源挿入孔
７５ａの左右方向Ｙの間且つ電源挿入孔７５ａよりも後方に設けられている。
【００５２】
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　次にコンセントブロック２と電線との接続方法及び解除方法の概略について説明する。
【００５３】
　コンセントブロック２に電線を接続する際には、コンセントボディ１１の電線挿通孔１
１ｃに電線を挿通する。そして電線は錠ばね１４と接触するとともに、錠ばね１４によっ
て電線接触部６３に向かい押圧される。これにより端子板１３と電線との接続が完了する
。またコンセントブロック２から電線を解除する際には、マイナスドライバー等の工具を
操作孔１１ｄに挿入し、解除釦１５を前方に移動させる。これにより解除釦１５が錠ばね
１４を押圧して、錠ばね１４の電線を押圧する力を低減させる。この状態において、電線
を後方に向かい引き抜くことによりコンセントブロック２から電線は解除される。
【００５４】
　図３（ａ）に示すように、扉体７には、平板状に形成される基部８０が設けられている
。基部８０には、その中央部に表面８０ａから下方に向かい凹む凹所８１が設けられ、そ
の後方の端部にシャフト８（図１参照）を挿通する一対のシャフト挿通部８２が設けられ
、その左右方向Ｙの中央且つ前方の端部に下方に向かい湾曲状に凹む湾曲凹部８３が設け
られている。
【００５５】
　凹所８１には、下方の部位を構成する底面８４と、この底面８４と基部８０とを互いに
接続する接続部８５とが設けられている。接続部８５のうち底面８４と基部８０とを前後
方向Ｘに接続するものは、下方に向かうにつれて後方に傾斜する前方傾斜面８５ａが形成
されている。また接続部８５のうち底面８４と基部８０とを左右方向Ｙに接続するものは
、下方に向かうにつれて互いに近づくように傾斜する一対の側方傾斜面８５ｂが形成され
ている。
【００５６】
　凹所８１の前後方向Ｘの中央部には、底面８４から上方に突出するとともに左右方向Ｙ
に対向する接続部８５を互いに連結する仕切壁８６が設けられている。この仕切壁８６の
後面８６ａ（図３（ｂ）参照）は、左右方向Ｙ及び上下方向Ｚに沿った平面形状にて形成
されている。また仕切壁８６により、凹所８１は、仕切壁８６より前方側の領域である規
制部８７と、仕切壁８６より後方側の領域である固定部８８とに区分けされる。
【００５７】
　規制部８７に対応する底面８４には、前後方向Ｘ及び左右方向Ｙに沿った平面形状の平
面８４ａが設けられ、固定部８８に対応する底面８４には、平面８４ａと同様の平面８４
ｂ（図３（ｂ）参照）と後方に向かうにつれて上方に傾斜する傾斜面８４ｃが設けられて
いる。傾斜面８４ｃの傾斜角度は、傾斜面８５ａ，８５ｂの傾斜角度よりも小さくなるよ
うに形成されている。
【００５８】
　仕切壁８６の前面８６ｂ側には、仕切壁８６の頂面８６ｃ及び平面８４ａを互いに接続
するとともに前面８６ｂから前方に向かうにつれて下方に傾斜する傾斜部８９が設けられ
ている。この傾斜部８９は、左右方向Ｙに離間して２つ設けられている。
【００５９】
　図４に示すように、コンセントブロック２は、保持部２１の下端部に設けられた嵌合部
２４に嵌合することにより保持部２１に対する位置が規定されている。具体的には、嵌合
部２４に設けられた挿通孔２５にコンセントブロック２が挿入されるとともに、挿通孔２
５の周縁の当接面２６にコンセントブロック２が当接している。これにより、受口カバー
１６の差込口７５が形成される底面７４は、挿通孔２５よりもコンセントＡの内部に設け
られるようになる。コンセントブロック２がボディ３に固定された状態において、凹部７
３は、下方に向かい開口するとともに後方に傾斜するに従い下方に傾斜するように配置さ
れている。これにより、底面７４及び差込口７５は下方に向かい露出することとなる。
【００６０】
　またコンセントＡは、扉体７が化粧カバー６の周壁部５０の下端面５２と当接した状態
を「閉状態」（実線の扉体７）としている。このような閉状態の扉体７の位置が閉位置と
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なる。また下端面５２は、受口カバー１６の底面７４と平行となるように形成されている
。
【００６１】
　シャフト８は挿通孔２５付近に設けられ、扉体７は閉状態から下方に向かい回転可能と
なる。そして図中の二点鎖線にて示すように、扉体７が下端面５２に対して離間した状態
を「開状態」としている。このような開状態の扉体７の位置が開位置となる。以下では、
扉体７が閉状態または開状態となるように動作する方向を「開閉動作方向Ｗ」とする。こ
の開閉動作方向Ｗは、ばね１０が扉体７を付勢する方向に対応している。そして開閉動作
方向Ｗにおいて、閉状態に向かう方向を「閉方向」とし、開状態に向かう方向を「開方向
」とする。また閉状態において、ばね１０（図１参照）により、基部８０は下端面５２を
常に押圧した状態にて維持されるようになる。
【００６２】
　図５（ａ）に示すように、化粧カバー６の下端面５２は、凹部７３を外側から囲うよう
に形成されている。即ち化粧カバー６は、底面７４を下方に露出させるとともに底面７４
以外のコンセントブロック２の面を前方及び左右方向Ｙから覆っている。そして閉状態に
おいて、扉体７は差込口７５（底面７４）の全体を下方から覆うようになる。また凹所８
１は、差込口７５と対応した箇所に位置するようになる。また基部８０は下端面５２の全
周に亘り当接するようになる。
【００６３】
　図５（ｂ）に示すように、閉状態において、基部８０は化粧カバー６の周壁部５０の略
全周に亘り周壁部５０よりも前方及び左右方向Ｙに突出している。また基部８０の湾曲凹
部８３は周壁部５０よりも前方に突出している。
【００６４】
　図６を参照して、プラグＢの構造について説明する。なお、図６中には、コンセントＡ
に関する説明に用いている「前後方向Ｘ」、「左右方向Ｙ」、「上下方向Ｚ」とは別に定
められた「前後方向Ｘ」、「左右方向Ｙ」、「上下方向Ｚ」を示しており、図６に関する
説明では図６中に示した方向を用いることとする。
【００６５】
　図６（ａ）に示すように、プラグＢには、使用者がプラグＢを把持するための略円筒形
状のプラグボディ９０と、プラグボディ９０から前方に突出する栓刃９１とが設けられて
いる。またプラグボディ９０の後方には、栓刃９１が受けた電力を機器（不図示）に供給
するためのケーブル９２が設けられている。プラグボディ９０は樹脂材料を射出成形する
ことにより成形されている。
【００６６】
　プラグボディ９０には、その前後方向Ｘの中央部の両側面に使用者の指が係る平面形状
の把持部９３と、その下部に下方に向かい突出する突起部９４と、その上部に使用者がプ
ラグＢの方向を視認する位置表示部９５とが設けられている。
【００６７】
　栓刃９１は、電線挿通孔に挿入される一対の電源用栓刃９１ａと、接地挿入孔に挿入さ
れる接地用栓刃９１ｂとにより構成されている。接地用栓刃９１ｂは、電源用栓刃９１ａ
よりも前方に突出している。また各電源用栓刃９１ａは、前後方向Ｘの平面視において左
右方向Ｙに長手の略長方形状に形成され、接地用栓刃９１ｂは、丸ピン形状に形成されて
いる。
【００６８】
　位置表示部９５は前後方向Ｘに沿って延びる長方形状の突起である。そして位置表示部
９５がプラグＢの上方に位置する場合には、電源用栓刃９１ａが左右方向に沿って配列さ
れるようになる。
【００６９】
　図６（ｂ）に示すように、突起部９４は、下端部９４ａと、下端部９４ａから前方に向
かうにつれて上方に傾斜する前方傾斜部９４ｂと、下端部９４ａから左右方向Ｙに向かう
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につれて上方に傾斜する側方傾斜部９４ｃとが設けられている。また下端部９４ａの後端
には、上方に沿って延びる保持面９４ｄが設けられている。またプラグボディ９０の突起
部９４より後方には、突起部９４から後方に向かい延びる平面状の当接面９６が設けられ
ている。この当接面９６が設けられる部位の外径は、プラグボディ９０の円筒形状の部位
における他の部位の外径よりも小さく形成されている。
【００７０】
　前方傾斜部９４ｂは、前方に向かうにつれて左右方向Ｙの幅が大きくなるように形成さ
れている。前方傾斜部９４ｂには、下方から見た平面視において略三角形状に形成される
とともに上方に向かい凹む凹部９４ｅが設けられている。この凹部９４ｅは、肉抜きの役
割を果たしている。即ち凹部９４ｅを設けることにより、突起部９４及びその周囲にひけ
や巣が発生することを抑制している。
【００７１】
　図７～図１０を参照して、コンセントＡにプラグＢを接続する態様及びコンセントＡか
らプラグＢを抜き去る態様のそれぞれについて説明する。図７では、プラグＢが扉体７を
開状態とするとともに規制部８７に収納される様子を示し、図９では、プラグＢが隔壁を
越えて固定部８８に収納されてコンセントＡへの接続が完了する様子を示している。図１
０では、プラグＢをコンセントＡから抜き去る様子を示している。なお、図７～図１０で
は、プラグＢのケーブル９２を省略して示している。
【００７２】
　図７（ａ）に示すように、閉状態の扉体７に対して、扉体７の化粧カバー６より突出し
た部位をプラグボディ９０の前方の端部によって引っ掛けるようにして扉体７を開状態と
なるように回転させる。また扉体７を開状態とする方法としては、使用者の指によって扉
体７を開方向に動作させてもよい。
【００７３】
　図７（ｂ）に示すように、栓刃９１を受口カバー１６の底面７４に対向した位置にプラ
グＢが移動した状態において、栓刃９１を受口カバー１６に向かい挿入する。以下では、
この栓刃９１の挿入方向を「栓刃挿入方向Ｖ」とする。この栓刃挿入方向Ｖにおいて、プ
ラグＢが受口カバー１６に向かう方向を「挿入方向」とし、プラグＢが受口カバー１６か
ら離間する方向を「抜去方向」とする。
【００７４】
　図７（ｃ）に示すように、プラグＢを挿入方向に向かい挿入すると、扉体７の前方の端
部と突起部９４とが接触する。この状態においてさらにプラグＢを挿入方向に向かい挿入
すると、突起部９４の前方傾斜部９４ｂが扉体７をさらに開方向に回転させるようになる
。そして下端部９４ａが扉体７に当接するようになる。
【００７５】
　図７（ｄ）に示すように、下端部９４ａが扉体７に当接した状態にてプラグＢを挿入方
向に向かい挿入すると突起部９４が規制部８７に収納されるようになる。具体的には、突
起部９４は前方傾斜面８５ａによって規制部８７に案内されるとともに規制部８７の底面
８４に当接するようになる。このとき扉体７は突起部９４が規制部８７に案内されるにつ
れて閉方向に回転する。
【００７６】
　またこの状態において、栓刃９１が差込口７５に対して栓刃挿入方向Ｖにおいて対応し
た位置に配置されるようになる。具体的には、栓刃９１のうちの接地用栓刃９１ｂの先端
部９１ｂ１が差込口７５（接地挿入孔７５ｂ）に挿入に挿入されるようになる。一方、電
源用栓刃９１ａは差込口７５よりも挿入方向に位置している。即ち上記栓刃９１の差込口
７５に対する配置状態において、栓刃挿入方向ＶにプラグＢを移動させると、栓刃９１が
差込口７５に挿入されるようになる。
【００７７】
　図８に示すように、図７（ｄ）の状態では、突起部９４の下端部９４ａの左右方向Ｙの
幅Ｈ１と、凹所８１の底面８４の平面８４ａの左右方向Ｙの幅Ｈ２とが略同一となる。こ
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れにより、突起部９４が左右方向Ｙに移動しようとしても、凹所８１に接触するようにな
る。即ち、栓刃挿入方向Ｖ及び開閉動作方向Ｗ（即ち、扉体７が開位置において突起部９
４と当接してばね部材１０（図１参照）による扉体７を付勢する方向）の両方と直交する
左右方向Ｙに突起部９４が移動しようとしても規制部８７によって栓刃９１と差込口７５
とが対応する位置に規制されるようになる。
【００７８】
　図９（ａ）に示すように、規制部８７に突起部９４が収納された状態からプラグＢを挿
入方向に向かい挿入すると突起部９４の前方傾斜部９４ｂが凹所８１の傾斜部８９に接触
するようになる。これにより、突起部９４が傾斜部８９を滑るように頂面８６ｃに向かい
移動する。突起部９４と傾斜部８９との接触により、扉体７は開方向に移動するようにな
る。また電源用栓刃９１ａは差込口７５（電源挿入孔７５ａ）に挿入されるようになる。
【００７９】
　図９（ｂ）に示すように、突起部９４の下端部９４ａが頂面８６ｃと当接したときに扉
体７がプラグＢをコンセントＡに挿入する際に最も開方向に移動した状態となる。ここで
、凹所８１には、仕切壁８６よりも挿入方向、即ち栓刃挿入方向のコンセントＡ側に固定
部８８が設けられるとともに、仕切壁８６よりも抜去方向、即ち栓刃挿入方向のコンセン
トＡ側とは反対側に規制部８７が設けられている。
【００８０】
　図９（ｃ）に示すように、突起部９４が頂面８６ｃを超えると、固定部８８に収納され
るようになる。このとき、扉体７は閉方向に向かい回転するとともに、当接面９６と頂面
８６ｃとが当接し、仕切壁８６と突起部９４の保持面９４ｄとが当接するようになる。ま
た頂面８６ｃは当接面９６と当接するようになる。これにより、プラグＢのコンセントＡ
への接続が完了する。即ち栓刃９１が刃受部６１（図２参照）に挟持された状態となる。
この状態において、プラグＢに左右方向Ｙへの力が加わったとしても、突起部９４が固定
部８８と当接することにより、上記力によって栓刃９１と刃受部６１との接続部分に力が
加わることを抑制することができる。以上により、プラグＢを操作するのみにて、扉体７
を開状態とするとともにコンセントＡへの接続及びコンセントＡからプラグＢが抜けるこ
とを抑制する抜け止め機構の構成までを行うことができる。即ち使用者はプラグＢを把持
する片手のみにて、コンセントＡへの接続及び上記抜け止め機構を完了することができる
。
【００８１】
　またこの状態において、仕切壁８６及び保持面９４ｄは栓刃挿入方向Ｖに対して直交す
る平面を有している。
【００８２】
　ここで、ケーブル９２（図６参照）を引っ掛ける等により不用意にプラグＢがコンセン
トＡに対して抜けようとする場合、保持面９４ｄが仕切壁８６と栓刃挿入方向Ｖに対して
当接するため、プラグＢがコンセントＡから抜けることが抑制される。特にこの状態にお
いて、仕切壁８６及び保持面９４ｄがそれぞれ栓刃挿入方向Ｖに対して略垂直なるように
形成され、且つ保持面９４ｄが仕切壁８６に面接触することにより、仕切壁８６がプラグ
Ｂの抜去方向の力を正面から受けることとなる。
【００８３】
　またプラグボディ９０の凹部７３に挿入される部位の外径は、凹部７３の内径と略同一
となるように形成されている。即ちプラグボディ９０と凹部７３との間には、僅かな隙間
のみが形成されるようになる。ここで、「僅かな隙間」とは、プラグＢがコンセントＡに
接続した状態において、使用者の指が入らない程度の大きさのことを言う。
【００８４】
　図１０（ａ）に示すように、プラグＢをコンセントＡから抜き去るときには、使用者は
基部８０の抜去方向の端部を開方向に押圧する。そして突起部９４が仕切壁８６と栓刃挿
入方向Ｖに重なる部位がなくなるようにする。即ち保持面９４ｄと仕切壁８６とが当接し
なくなる。そして、この状態において、プラグＢを抜去方向に引くことにより、プラグＢ
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をコンセントＡから抜き去ることができるようになる。
【００８５】
　またプラグボディ９０の外径よりも基部８０が左右方向Ｙに大きく形成されるため（図
８参照）、プラグボディ９０の外径と基部とが左右方向に同一である場合と比較して、使
用者が扉体７を容易に押圧することができる。
【００８６】
　プラグＢをコンセントＡから抜き去った後には、図１０（ｂ）に示すように、ばね１０
（図１参照）の作用により、扉体７は下端面５２に向かい、即ち閉状態となるように回転
動作する。
【００８７】
　上述のように、本実施形態においては、コンセント本体１Ａのうち凹部７３の底面７４
が挿入面を構成しており、開状態にある扉体７は挿入面から突出する支持体として機能す
る。さらに、扉体７の基部８０の表面８０ａは、支持体のうちプラグボディ９０と対向す
る面である支持面を構成する。すなわち、支持面である表面８０ａに形成された規制部８
７は、プラグＢの挿入時に突起部９４を案内し、支持面に沿う平面内で栓刃９１の挿入方
向と直交する直交方向（左右方向Ｙ）へのプラグボディ９０の移動を規制する。この状態
では、コンセント本体１Ａに対するプラグボディ９０の位置は、栓刃９１が差込口７５に
対応する（つまり栓刃９１の進行方向前方に差込口７５が位置する）ように、規制される
ことになる。
【００８８】
　本実施形態によれば、以下に示す効果を奏することができる。
【００８９】
　（１）本実施形態では、扉体７の基部８０に規制部８７が設けられる構成である。この
構成によれば、規制部８７にプラグボディ９０の突起部９４が収納されることにより、差
込口７５に対するプラグＢの左右方向Ｙの位置が決定されるようになる。したがって、差
込口７５に対するプラグＢの左右方向Ｙの位置合わせが容易となる。
【００９０】
　ところで、本実施形態のような防水コンセントでは、差込口に雨水が侵入するのを抑制
する目的として、差込口が下方に向かい開口している構造が知られている。またこのよう
な防水コンセントでは、使用者が差込口を視認することが困難であり、プラグをコンセン
トに接続する作業が煩雑であった。
【００９１】
　その点、本実施形態では、規制部８７によってプラグＢの差込口７５に対する左右方向
Ｙの位置が決定するため、その状態においてプラグＢを栓刃挿入方向Ｖに移動するのみに
て、プラグＢをコンセントＡに接続することが可能となる。
【００９２】
　（２）本実施形態では、規制部８７に突起部９４が収納された状態において、接地用栓
刃９１ｂの先端部９１ｂ１が接地挿入孔７５ｂに挿入されている構成である。したがって
、規制部８７に突起部９４が収納されることにより、上述のプラグＢの差込口７５に対す
る左右方向Ｙの位置が決定されることに加えて、栓刃９１の差込口７５に対する位置が決
定されるようになる。その結果、コンセントＡにプラグＢをより容易且つ確実に接続する
ことができる。
【００９３】
　（３）本実施形態では、扉体７に傾斜部８９が設けられる構成である。したがって、プ
ラグＢを規制部８７から挿入方向に移動するのみにて、仕切壁８６（規制部８７）を乗り
越えることができる。即ち、プラグＢが仕切壁８６（規制部８７）を乗り越えるために使
用者が別途扉体７を手で開方向に移動させる必要がない。その結果、プラグＢをコンセン
トＡに容易に接続することができる。
【００９４】
　また、傾斜部８９は仕切壁８６の前方に接続される構成である。したがって、プラグＢ
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の保持面９４ｄと仕切壁８６との当接によって、仕切壁８６が前方に変形したり破損した
りすることを抑制している。即ち傾斜部８９は仕切壁８６の補強を兼ねている。
【００９５】
　（４）本実施形態では、プラグＢのコンセントＡへの接続が完了した状態において、仕
切壁８６が保持面９４ｄと当接する構成である。したがって、プラグＢが不用意にコンセ
ントＡから抜けてしまうことを抑制することができる。すなわち、固定部８８により栓刃
９１が刃受部６１に挟持した状態を維持されるため、ケーブルを引っ掛ける等により不用
意にプラグＢをコンセントＡから抜き去る方向に力が加わったとしても、コンセントＡか
らプラグＢが抜けてしまうことを防ぐことができる。
【００９６】
　ところで、上述のプラグのコンセントからの抜け止めの機構としては、栓刃及び端子板
の刃受部にそれぞれ係合部を設け、プラグがコンセントに接続された状態において、各係
合部が互いに係合して抜け止めを行うものが知られている。しかしながら、このような抜
け止め機構では、この抜け止め機構が省略された刃受部と比較して、刃受部の弾性変形が
大きくなってしまう。したがって、刃受部のばね性が低下しやすい問題がある。
【００９７】
　その点、本実施形態では、扉体７に仕切壁８６が設けられ、プラグボディ９０に保持面
９４ｄが設けられる構成であるため、栓刃９１と刃受部６１とによって抜け止め機構を構
成していない。したがって、栓刃及び刃受部に抜け止め機構を設ける場合と比較して、プ
ラグＢをコンセントＡに挿抜する回数を増大してもコンセントＡからプラグＢを抜け止め
する機能を維持することができる。
【００９８】
　（５）本実施形態では、基部８０に凹所８１が設けられ、この凹所８１に規制部８７及
び仕切壁８６が設けられる構成である。この構成によれば、基部８０より閉方向に規制部
８７及び仕切壁８６が設けられる扉体と比較して、プラグＢをコンセントＡに挿入する際
の扉体７を開方向に開く回転量を低減することができる。したがって、扉体７を開くため
の力を少なくすることができるため、プラグＢをコンセントＡに容易に挿入することがで
きる。また、規制部８７を凹所により形成するため、扉体７に簡単な形状を設けることの
みによってコンセントＡに対するプラグＢの位置を決めることができる。しかも、凹所８
１に仕切壁８６が設けられることにより固定部８８及び規制部８７が設けられるため、１
つの凹所８１にて固定部８８及び規制部８７が形成されることとなり、簡単な構成によっ
て、固定部８８及び規制部８７を構成することができる。
【００９９】
　（６）本実施形態では、規制部８７に対応する接続部８５には前方傾斜面８５ａが設け
られる構成である。この構成によれば、突起部９４が規制部８７に収納される際に、前方
傾斜面８５ａによって突起部９４が底面８４に案内されるようになる。したがって、突起
部９４を規制部８７に容易に収納することができる。
【０１００】
　（７）本実施形態では、接続部８５には側方傾斜面８５ｂが設けられる構成である。こ
の構成によれば、プラグボディ９０の突起部９４が規制部８７の底面８４に対して左右方
向に異なった位置に配置したとしても、側方傾斜面８５ｂに接触することにより、突起部
９４を底面８４に案内するようになる。したがって、突起部９４を規制部８７に容易に収
納することができる。
【０１０１】
　（８）本実施形態では、基部８０は周壁部５０よりも前方及び左右方向Ｙに突出する構
成である。したがって、扉体７の突出部をプラグボディ９０または使用者の指によって引
っ掛けることにより、扉体７を閉状態から容易に開方向に移動させることができる。
【０１０２】
　特に基部８０の突出した部位をプラグボディ９０によって引っ掛ける場合には、プラグ
ＢをコンセントＡに接続する一連の動作がプラグボディ９０によって行われるため、使用
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者は片手にて上記動作を行うことができる。
【０１０３】
　（９）本実施形態では、受口カバー１６の底面７４と化粧カバー６の下端面５２とが互
いに略平行となる構成である。
【０１０４】
　ところで、防水コンセントのような差込口７５が下方に向いて開口しているコンセント
では、上述のように使用者は差込口７５を視認することが困難である。そのため、差込口
７５に対するプラグＢの傾斜角度を把握することが困難である。
【０１０５】
　その点、本実施形態では、使用者が視認可能な下端面５２が、差込口７５が形成される
底面７４と略平行であるため、下端面５２に対してプラグＢの傾斜角度を決めることによ
り、差込口７５に容易にプラグＢの栓刃９１を挿入することができる。
【０１０６】
　（１０）本実施形態では、突起部９４の幅Ｈ１と平面８４ａの幅Ｈ２とが略同一に形成
される構成である。したがって、突起部９４の左右方向への移動が規制されるようになる
。その結果、プラグＢをコンセントＡへの挿入を容易に行うことができる。
【０１０７】
　（１１）本実施形態では、扉体７が上方から下方に向かい回転する方向を開方向とする
とともに、規制部８７が基部８０の表面側に設けられる構成である。したがって、扉体７
を開状態としたときに、使用者は規制部８７の位置を視認することができる。したがって
、突起部９４を規制部８７に収納する作業を容易に行うことができるようになる。
【０１０８】
　（１２）本実施形態では、プラグＢがコンセントＡに接続された状態において、仕切壁
８６及び保持面９４ｄのそれぞれが栓刃挿入方向Ｖに対して垂直に形成され、且つ仕切壁
８６と保持面９４ｄとが面接触する構成である。したがって、仕切壁８６がプラグＢの抜
去方向の力を正面にて受けるようになるため、プラグＢのコンセントＡに対する抜け止め
機能を向上させることができる。
【０１０９】
　（１３）本実施形態では、プラグボディ９０には平面形状の当接面９６が形成される構
成である。したがって、当接面９６が省略され、プラグボディ９０の当接面と対応する部
位が円筒形状である構成と比較して、仕切壁８６と保持面９４ｄとの係合量を増大するこ
とができる。
【０１１０】
　（１４）本実施形態では、扉体７を閉状態にするためにばね１０が設けられる構成であ
る。この構成によれば、扉体７を開状態から閉状態に自動的に回転することができる。し
たがって、扉体７の閉め忘れを防止することができる。
【０１１１】
　（１５）本実施形態では、受口カバー１６に凹部７３が設けられ、その底面７４に差込
口７５が設けられる構成である。したがって、プラグＢをコンセントＡに挿入する際に、
栓刃９１と使用者の指とが接触した状態にて栓刃９１と刃受部６１とを接続することを抑
制することができる。
【０１１２】
　（１６）本実施形態では、凹部７３の内径とプラグボディ９０の凹部７３に挿入される
部位の外径とが略同一に形成されるため、即ち凹部７３とプラグボディ９０との間に形成
される隙間が僅かとなる構成である。したがって、凹部７３とプラグボディ９０との間に
使用者の指が入ってしまうことを抑制することができる。その結果、上記の栓刃９１と使
用者の指とが接触した状態にて栓刃９１と刃受部６１とを接続することを抑制する効果を
より一層向上することができる。
【０１１３】
　また、プラグＢをコンセントＡに接続した状態において、ケーブル９２を引っ掛ける等
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によってプラグＢに力が加わり栓刃挿入方向Ｖに対して傾こうとしても、プラグボディ９
０が凹部７３に接触することにより、プラグＢの栓刃挿入方向Ｖに対する傾きが抑制され
るようになる。その結果、栓刃９１が折れ曲がることや差込口７５が破損するといった不
具合を抑制することができる。
【０１１４】
　（１７）本実施形態では、底面７４が挿通孔２５よりコンセントＡの内部に設けられる
構成である。したがって、底面が挿通孔２５と同位置もしくは挿通孔２５よりコンセント
Ａの外部に設けられる構成と比較して、底面の差込口に水が浸入することを抑制すること
ができる。したがって、上記構成と比較して、コンセントＡの防水性能を向上させること
ができる。
【０１１５】
　（１８）本実施形態では、扉体７の凹所８１に前方傾斜面８５ａが設けられる構成であ
る。したがって、規制部８７に水が浸入したとしても、扉体７を開状態とすることにより
、水は前方傾斜面８５ａを介して下方に放出するようになる。その結果、規制部８７に水
が溜まることが抑制され、規制部８７を介して水が差込口７５に浸入することを抑制する
ことができる。
【０１１６】
　（１９）本実施形態では、扉体７の基部８０は周壁部５０よりも略全周に亘り前方また
は左右方向Ｙに突出する構成である。この構成によれば、使用者は扉体７をどの方向にお
いても指またはプラグボディ９０によって引っ掛けて開方向に移動させることができる。
したがって、例えば扉体が周壁部５０よりも前方のみ突出している構成または扉体が周壁
部５０よりも左右方向のみ突出している構成と比較して、扉体７の開閉動作が行い易い。
その結果、コンセントＡの使い勝手が良くなる。
【０１１７】
　（２０）本実施形態では、基部８０は化粧カバー６の下端面５２に対して、その全周に
亘り当接する構成である。したがって、基部が下端面５２と当接しない構成または基部が
下端面５２と一部のみが当接する構成と比較して、扉体７と化粧カバー６との間からコン
セントＡの内部に水が侵入することを抑制することができる。
【０１１８】
　また特にばね１０により閉状態においても基部８０が下端面５２に対して付勢された状
態であるため、基部８０と下端面５２との間に形成される隙間を低減することができる。
したがって、扉体７と化粧カバー６との間からコンセントＡの内部への水の侵入を抑制す
る効果をより一層向上することができる。
【０１１９】
　（２１）本実施形態では、基部８０の前方の端部に湾曲凹部８３が設けられる構成であ
る。したがって、使用者が指で扉体７を開く場合には、湾曲凹部８３に指を引っ掛けて扉
体７を開けることができる。その結果、使用者の指にて扉体７を容易に開くことができる
。
【０１２０】
　（２２）本実施形態では、プラグボディ９０に位置表示部９５が設けられる構成である
。したがって、使用者が位置表示部９５を視認することによって栓刃９１の配列状態と差
込口７５とを合致させることができる。したがって、コンセントＡにプラグＢを容易に挿
入することができる。
【０１２１】
　（第２の実施形態）
　図１１～図１３を参照して、本発明のコンセント及びプラグを家屋の屋外の壁面に設け
られる防水コンセント及びこの防水コンセントに挿入されるプラグとして具体化した第２
の実施形態について説明する。本実施形態では、扉体７及びプラグボディ９０の形状が異
なる。以下、本実施形態と第１の実施形態との相違点を中心に説明する。また同一部材に
は同一符号を付し、その説明を省略する。
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【０１２２】
　図１１に示すように、扉体７には、第１の実施形態の仕切壁８６を省略するとともに、
傾斜部８９の後方の端部を左右方向Ｙに連結する連結壁８９ａが設けられている。この連
結壁８９ａは、左右方向Ｙ及び上下方向Ｚに沿った壁体として設けられている。
【０１２３】
　ここで、規制部８７は、傾斜部８９よりも前方の凹所８１の領域である。一方、固定部
８８は、連結壁８９ａを含むとともに傾斜部８９よりも後方の凹所８１の領域である。こ
れにより、突起部９４（図１２参照）は、規制部８７に当接したときに扉体７に対して左
右方向Ｙの移動が規制されるとともに、固定部８８に当接したときに扉体７に対して栓刃
挿入方向Ｖの抜き去り側への移動が規制されるようになる。
【０１２４】
　また、基部８０の表面８０ａの凹所８１よりも右方には、プラグＢの栓刃９１（図１２
参照）の配置位置及びコンセントＡに対応する電圧を示す表示部８０ｂが基部８０と一体
成形により形成されている。なお、図１２中には、コンセントＡに関する説明に用いてい
る「前後方向Ｘ」、「左右方向Ｙ」、「上下方向Ｚ」とは別に定められた「前後方向Ｘ」
、「左右方向Ｙ」、「上下方向Ｚ」を示しており、図１２に関する説明では図１２中に示
した方向を用いることとする。
【０１２５】
　図１２に示すように、プラグボディ９０の突起部９４の後方には、上方に向かい凹むと
ともに後方に向かい開口する凹形状の係合部９７が設けられている。また突起部９４の側
方傾斜部９４ｃは、左右方向Ｙの外方に向けて凸形状となる湾曲状に形成されている。
【０１２６】
　図１３（ａ）に示すように、プラグＢのコンセントＡへの接続が完了した状態において
、傾斜部８９と係合部９７とが互いに係合するようになる。このとき、プラグＢの突起部
９４の保持面９４ｄが連結壁８９ａに対して栓刃挿入方向Ｖにおいて当接するようになる
。したがって、プラグＢのコンセントＡへの接続が完了した状態において、プラグＢは栓
刃挿入方向Ｖの抜き去り側への移動が規制されるようになる。
【０１２７】
　図１３（ｂ）に示すように、係合部９７の左右方向Ｙの幅Ｔ１は、２つの傾斜部８９の
左右方向Ｙの幅Ｔ２（図１１参照）と同一となる。本実施形態では、２つの傾斜部８９の
左右方向の側面とこの側面に左右方向Ｙに対向する係合部９７の内面とが栓刃挿入方向Ｖ
及び開閉動作方向Ｗに沿った平面にてそれぞれ形成されている。これにより、プラグＢが
左右方向Ｙの力を受けることによりプラグＢが左右方向Ｙに向けて移動しようとする場合
、係合部９７の内面が傾斜部８９の側面に面接触するようになる。したがって、プラグＢ
がコンセントＡへの接続が完了した状態、即ち栓刃９１が刃受部６１（図２参照）に挟持
された状態において、プラグＢの左右方向Ｙへの移動が規制されるようになる。
【０１２８】
　なお、幅Ｔ１と幅Ｔ２との関係については、係合部９７の幅Ｔ１の方が幅Ｔ２に比べて
やや広い関係にあってもよく、この場合、プラグＢの傾斜部８９を係合部９７にスムーズ
に係合させることができる。
【０１２９】
　本実施形態によれば、第１の実施形態の効果（１）～（２２）に加え、以下の効果を奏
することができる。
【０１３０】
　（２３）本実施形態では、プラグＢのコンセントＡへの接続が完了した状態において、
係合部９７と傾斜部８９とが係合している。したがって、この状態において、プラグＢが
左右方向Ｙの荷重を受けることに起因してプラグＢの栓刃９１がコンセントＡの刃受部６
５から抜けることを抑制することができる。
【０１３１】
　（２４）本実施形態では、係合部９７が傾斜部８９の左右方向Ｙの両側から挟み込む凹
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形状とするため、扉体７に対してプラグＢが左右方向Ｙの移動を規制するための構成を簡
単化とすることができる。
【０１３２】
　（２５）本実施形態では、側方傾斜部９４ｃが左右方向Ｙの外方に向けて凸形状となる
湾曲状に形成されている。したがって、側方傾斜部９４ｃが平面形状にて形成される場合
と比較して、プラグＢの美観を向上させることができる。
【０１３３】
　加えて、プラグＢを屋外にて使用する場合において、アスファルト等にプラグＢを置い
たときに、側方傾斜部９４ｃが湾曲状であると突起部９４をアスファルトに当接した状態
を維持することが困難となる。即ち、プラグＢは突起部９４がアスファルトに対して離間
するように回動するようになる。これにより、アスファルトに置いたプラグＢを車両が踏
んだとしても、車両が突起部９４をアスファルトに対して押圧する力を低減することがで
きる。したがって、突起部９４の破損を抑制することができる。
【０１３４】
　（２６）防水コンセントは、屋外にて用いられるため、雨等による水が化粧カバー６と
扉体７の基部８０との間を介して浸入する場合がある。このような水は、図３に示す矢印
のように、その水の自重により基部８０の規制部８７を通過するとともに仕切壁８６を乗
り越えて固定部８８に浸入した後、基部８０と軸ボディ９との間の隙間を介して下方に滴
下していくようになる。しかしながら、規制部８７は基部８０から凹むとともに仕切壁８
６によって固定部８８と仕切られているため、若干の水が溜まる可能性がある。
【０１３５】
　その点、本実施形態では、仕切壁８６を省略する構成であるため、化粧カバー６と基部
８０との間を介して浸入した水は、図１１に示す矢印のように、傾斜部８９の左右方向Ｙ
の両側を通過して固定部８８に浸入した後、基部８０と軸ボディ９との間の隙間を介して
下方に滴下するようになる。これにより、規制部８７に水が溜まることを抑制することが
できる。
【０１３６】
　（２７）本実施形態では、基部８０の表面８０ａに表示部８０ｂが設けられている。し
たがって、コンセントＡにプラグＢを接続する場合に、扉体７を開状態にしたときに作業
者が表示部８０ｂを視認することができるようになる。これにより、プラグＢがコンセン
トＡの供給電圧に対して適合しているか否かを作業者が確認することができるため、作業
者がコンセントＡに対して供給電圧の異なるプラグを接続することを抑制することができ
る。
【０１３７】
　加えて、表示部８０ｂにより作業者がプラグＢの栓刃９１の配置位置を確認することが
できるため、作業者が差込口７５の位置を直接視認することを省略することができる。し
たがって、プラグＢのコンセントＡへの接続を容易に行うことができる。
【０１３８】
　（第３の実施形態）
　図１４及び図１５を参照して、本発明のコンセント及びコンセントを家屋の屋外の壁面
に設けられる防水コンセント及びこの防水コンセントに挿入されるプラグとして具体化し
た第３の実施形態について説明する。本実施形態では、第１の実施形態と比較して、化粧
カバー６に保護プレートが設けられた点にて異なる。以下、本実施形態と第１の実施形態
との相違点を中心に説明する。また同一部材には同一符号を付し、その説明を省略する。
【０１３９】
　図１４に示すように、コンセントＡの化粧カバー６の周壁部５０の左右方向Ｙの中央部
には、下方が開口するとともに後側に凹む凹部５３が設けられている。この凹部５３には
、化粧カバー６を保護する保護プレート１７が化粧カバー６とは別部材として嵌合してい
る。また保護プレート１７は、閉状態における規制部８７（図３参照）と左右方向Ｙに対
応する位置に設けられることとなる。即ち閉状態における規制部８７の左右方向Ｙの位置
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と保護プレート１７の左右方向Ｙの位置とが一致するようになる。なお本実施形態では、
保護プレート１７はステンレス鋼をプレス加工することにより、略平板状に形成されてい
る。
【０１４０】
　ところで、このような保護プレート１７が省略されたコンセントでは、プラグＢをコン
セントに挿入するときに、詳細には、プラグＢによって扉体７を開方向に動作させるとき
には、プラグボディ９０の一部を扉体７に当接させた状態にて扉体７を開方向に動作させ
ている。特にプラグＢによって扉体７を動作させる場合には、規制部８７と左右方向Ｙに
同位置である湾曲凹部８３にプラグボディ９０を当接させる。このときにプラグボディ９
０の上端部を後方に傾けるため、栓刃９１が規制部８７に左右方向Ｙに対応する化粧カバ
ー６の中央部に接触してしまう場合がある。栓刃９１が化粧カバー６に接触すると、化粧
カバー６は樹脂材料であるため、化粧カバー６が削れて傷付いてしまう。その結果、化粧
カバー６の傷が酸化することによって腐食してしまう問題やコンセントの美観が低下して
しまう問題が生じるようになる。
【０１４１】
　その点、本実施形態では、図１５に示すように、プラグＢによって扉体７を開方向に動
作させるときに、保護プレート１７が規制部８７と対応する位置に設けられているため、
プラグＢの栓刃９１が保護プレート１７に接触する。これにより、栓刃９１と化粧カバー
６との接触を回避している。
【０１４２】
　本実施形態によれば、第１の実施形態の効果（１）～（２２）に加え、以下に示す効果
を得ることができる。
【０１４３】
　（２８）本実施形態によれば、保護プレート１７が化粧カバー６に取り付けられる構成
である。したがって、栓刃９１が化粧カバー６に直接接触することが回避されるようにな
る。その結果、上述の化粧カバー６の腐食の問題やコンセントの美観の低下の問題を解消
することができる。
【０１４４】
　（２９）本実施形態によれば、保護プレート１７としてステンレス鋼を用いる構成であ
る。この構成によれば、保護プレートに鉄材料を用いる場合と比較して、保護プレート１
７が錆難くなる。したがって、屋外にて用いられる本実施形態のコンセントＡに好適であ
る。
【０１４５】
　（第４の実施形態）
　図１６及び図１７を参照して、本発明のコンセント及びプラグを家屋の屋外の壁面に設
けられる防水コンセント及びこの防水コンセントに挿入されるプラグとして具体化した第
４の実施形態について説明する。本実施形態では、第１の実施形態と比較して、壁面とコ
ンセントとの間にスペーサを設けた点にて異なる。以下、本実施形態と第１の実施形態と
の相違点を中心に説明する。また同一部材には同一符号を付し、その説明を省略する。
【０１４６】
　図１６に示すように、コンセントＡの後方には、スペーサ１８がパッキン４に取り付け
られている。このスペーサ１８の後方には、防水パッキン１９が取り付けられている。こ
の防水パッキン１９は壁面ＷＬとも当接している。
【０１４７】
　図１７に示すように、スペーサ１８は、枠体状の本体部１００が設けられている。この
本体部１００には、中央に電線を挿通するための電線挿通孔１０１と、この電線挿通孔１
０１の上方及び下方にねじ挿通孔１０２とがそれぞれ設けられている。
【０１４８】
　ところで、導体の直径が２ｍｍ以下の電線（第１電線）の場合、作業者の手作業にて第
１電線を屈曲してコンセントＡの内部に収納することが可能である。しかしながら、導体
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の直径が２．６ｍｍ、もしくはそれ以上の電線（第２電線）の場合、作業者が手作業にて
第２電線を屈曲してコンセントＡの内部に収納することが困難である。そのため、作業者
の手作業にて第２電線を収納する場合には、この第２電線を屈曲せずにコンセントＡに接
続する方法が取られる。しかしながら、コンセントＡを直接壁面ＷＬに取り付ける構成で
は、第２電線を収納する前後方向Ｘのスペースがないため、この第２電線を収納すること
が困難となる。
【０１４９】
　その点、本実施形態では、壁面ＷＬとパッキン４と前後方向の間にスペーサ１８を配置
するため、第２電線を収納する前後方向Ｘのスペースを確保することができ、この第２電
線をコンセントＡに収納することができる。また、スペーサ１８は、壁面ＷＬから第２電
線が前方に突出する突出量と、コンセントブロック２（図１３参照）の電線接続部位の壁
面ＷＬから前方への位置とが略同一となるように、その厚さＤが設定されている。
【０１５０】
　本実施形態によれば、第１の実施形態の効果（１）～（２２）に加え、以下に示す効果
を得ることができる。
【０１５１】
　（３０）本実施形態によれば、パッキン４と壁面ＷＬとの間にスペーサ１８が設けられ
る構成である。したがって、上記第２電線を屈曲させずにコンセントＡの内部に第２電線
を収納することができる。
【０１５２】
　（３１）本実施形態によれば、スペーサ１８と壁面ＷＬとの間に防水パッキン１９が設
けられる構成である。したがって、スペーサ１８と壁面ＷＬとの間を介して水が浸入する
ことを抑制することができる。
【０１５３】
　（第５の実施形態）
　図１８を参照して、本発明のコンセント及びプラグを家屋の屋外の壁面に設けられる防
水コンセント及びこの防水コンセントに挿入されるプラグとして具体化した第５の実施形
態について説明する。本実施形態では、第１の実施形態と比較して、コンセントに表示部
が設けられた点にて異なる。以下、本実施形態と第１の実施形態との相違点を中心に説明
する。また同一部材には同一符号を付し、その説明を省略する。
【０１５４】
　図１８を参照して、コンセントＡには、同コンセントＡが通電している状態か否かを表
示する表示部５４が設けられている。具体的には、化粧カバー６の周壁部５０の左右方向
Ｙの中央部には、上下方向Ｚに長手となる略長方形の貫通孔５５が設けられている。この
貫通孔５５には、透明な樹脂材料にて形成されたカバー部材５６が取り付けられている。
このカバー部材５６の後方には、発光ダイオード５７が上下方向Ｚに４個配列した状態に
て実装された回路基板（不図示）が化粧カバー６に取り付けられている。なお、回路基板
は保持部２１に取り付けることもできる。また発光ダイオード５７に限定されず、他の発
光素子を用いることもできる。
【０１５５】
　ところで、コンセントＡは、このコンセントＡの不使用時には、屋内に設けられたスイ
ッチやコントロールパネル等によって、コンセントＡへの電力供給のオン状態（通電状態
）及びオフ状態（非通電状態）を制御する場合がある。
【０１５６】
　このような場合、表示部５４が省略されたコンセントでは、コンセントが通電状態か否
かを直接判別すること困難である。そのため、プラグＢ（図６参照）をコンセントに接続
したときにプラグＢが接続された機器に電力供給がなされないことをもってコンセントの
通電状態が判別する。したがって、プラグＢを接続した後に、屋内のスイッチやコントロ
ールパネル等によって、コンセントの通電状態を設定する必要がある。その結果、コンセ
ントの使い勝手が悪かった。



(23) JP 2011-198740 A 2011.10.6

10

20

30

40

50

【０１５７】
　その点、本実施形態では、表示部５４によってコンセントＡの通電状態か否かを判別す
ることができるため、プラグＢをコンセントＡに接続する前にコンセントＡの通電状態を
判別することができ、コンセントＡの使い勝手が良くなる。
【０１５８】
　本実施形態によれば、第１の実施形態の効果（１）～（２２）に加え、以下に示す効果
を得ることができる。
【０１５９】
　（３２）本実施形態によれば、表示部５４によりコンセントＡが通電状態か否かを使用
者が直接視認することができる。したがって、コンセントＡにプラグＢを挿入する前にコ
ンセントＡの通電状態を確認することができるため、コンセントＡの使い勝手が良くなる
。
【０１６０】
　（第６の実施形態）
　図１９～図２１を参照して、本発明のコンセント及びプラグを扉体のない屋外用コンセ
ント及びこの屋外用コンセントに挿入されるプラグとして具体化した第６の実施形態につ
いて説明する。本実施形態では、第２の実施形態と比較して、コンセントＡの形状が異な
る。以下、本実施形態と第２の実施形態との相違点を中心に説明する。また同一部材には
同一符号を付し、その説明を省略する。
【０１６１】
　本実施形態のコンセントＡは、例えば電気自動車用の充電スタンド（不図示）に設けら
れる。充電スタンドは、電気自動車にケーブルを介して接続することにより、電気自動車
に搭載されたバッテリに充電する充電装置であり、例えば屋外の駐車場に設置されている
。この充電スタンドには、一側面にコンセントＡが露出するスタンド本体（不図示）と、
開閉式の扉（不図示）とが設けられており、コンセントＡの非使用時には扉を閉じること
によりコンセントＡが扉に覆われる。
【０１６２】
　コンセントＡは、スタンド本体の側面を構成する壁体（不図示）に対してねじ（不図示
）によって取り付けられる。壁体には、コンセントＡを露出させるための開口部（不図示
）と、開口部の周囲に４つの取付孔（不図示）とが設けられている。
【０１６３】
　本実施形態では、壁体の厚み方向を「前後方向Ｘ」とし、充電スタンドが設置された状
態の鉛直方向に沿う方向を「上下方向Ｚ」とし、前後方向及び上下方向の両方に直交する
方向を「左右方向Ｙ」とする。また前後方向Ｘにおいて、壁体の表側に向かう方向を「前
方」とし、壁体の裏側に向かう方向を「後方」とする。
【０１６４】
　図１９に示すように、コンセントＡのコンセント本体１Ａは、樹脂材料を用いて成形さ
れた直方体状のケース７６を有している。ケース７６の前面７７の左右方向Ｙの中央部に
は、前面７７より前方に向けて突出する突状部７８が設けられている。ケース７６の前面
７７の４隅には、壁体への取り付け時にねじを固定するためのねじ穴７９がそれぞれ設け
られている。突状部７８の前面７８ａの下端部には、前面７８ａから前方に向けて突出す
る支持体である支持板１２０が設けられている。
【０１６５】
　突状部７８は、前方から見た平面視において上方が湾曲形状となるとともに下方が矩形
状となるように形成されている。また突状部７８の突出量、すなわちケース７６の前面７
７と突状部７８の前面７８ａとの前後方向Ｘの距離は、壁体の前後方向Ｘの厚さである板
厚よりも若干大きく設定される。壁体の開口部は突状部７８に対応する形状に形成されて
おり、コンセントＡは、突状部７８を前方に露出させるように開口部内に後方から突状部
７８を挿入した状態で壁体にねじで固定される。
【０１６６】
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　突状部７８には、突状部７８の前面７８ａから後方に向けて凹む凹部７３が形成されて
いる。この凹部７３は、前方から見た平面視において円形に形成され、その底面７４には
、差込口７５が設けられている。
【０１６７】
　第２の実施形態では、差込口７５の電源挿入孔７５ａが、この電源挿入孔７５ａの配列
方向が長手方向となる略長方形状に形成された、いわゆる単相２００Ｖ用のコンセントの
差込口の形状であったが、本実施形態はこの点でも第２の実施形態と相違する。つまり、
本実施形態では、電源挿入孔７５ａが、この電源挿入孔７５ａの配列方向が短手方向とな
る略長方形状に形成された、いわゆる単相１００Ｖ用のコンセントの差込口の形状のコン
セントＡを例示している。これに合わせて、プラグＢにおける電源用栓刃９１ａの配置も
、前後方向Ｘの平面視において上下方向Ｚに長手の略長方形状となるように、第２の実施
形態から変更されている（図２０参照）。
【０１６８】
　支持板１２０は、樹脂材料を用いて成形され、上方から見た平面視において前後方向Ｘ
に向けて延びるとともに、後方の部位の左右方向Ｙの幅が前方の部位の左右方向Ｙの幅よ
りも大きくなるように形成されている。支持板１２０は、その左右方向Ｙの中央部に上面
１２１から下方に向かい凹む凹所８１が設けられており、同じく凹所８１が形成された第
２の実施形態における扉体７（図１１参照）に相当する。
【０１６９】
　ただし、扉体７は扉開閉機構を構成し開閉動作可能に構成されるのに対し、支持板１２
０は突状部７８の前面７８ａから前方に向けて突出した図１９の状態で固定されている。
なお、支持板１２０は突状部７８と連続一体に形成されていてもよいし、突状部７８とは
別に形成されケース７６に固定されていてもよい。
【０１７０】
　すなわち、支持板１２０の凹所８１の底面には傾斜部８９及び連結壁８９ａが設けられ
ており、傾斜部８９よりも前方の凹所８１の領域が規制部８７となる。一方、固定部８８
は、連結壁８９ａを含むとともに傾斜部８９よりも後方の凹所８１の領域である。これに
より、プラグＢの突起部９４（図２０参照）は、規制部８７に当接したときに支持板１２
０に対して左右方向Ｙの移動が規制されるとともに、固定部８８に当接したときに支持板
１２０に対して栓刃挿入方向の抜き去り側への移動が規制されるようになる。
【０１７１】
　次に、図２０を参照して、プラグＢをコンセントＡに接続する態様について説明する。
図２０（ａ）に示すように、使用者は、位置表示部９５が上方となるようにプラグＢの向
きを調整した後、コンセントＡに向けてプラグＢを移動させる。これにより、プラグＢの
突起部９４が凹所８１内に案内されて規制部８７に当接し、栓刃９１が差込口７５に対し
て栓刃挿入方向（前後方向Ｘ）において対応した位置に配置されるようになる。
【０１７２】
　その後、図２０（ｂ）に示すように、プラグＢの突起部９４と支持板１２０の傾斜部８
９とが当接すると、支持板１２０は、コンセント本体１Ａとの結合部位を支点として、前
端部が下方に向けて変位するように撓む。すなわち支持板１２０は、突状部７８との結合
部位を支点として下方に弾性変形する。
【０１７３】
　この状態からプラグＢがさらに挿入されると、図２０（ｃ）に示すように、突起部９４
が傾斜部８９の頂部を乗り越えた後、支持板１２０は復元力の作用により上方に向けて変
位する。このとき、栓刃９１が差込口７５（図１９参照）に挿入された状態となるととも
にプラグＢがコンセントＡに接続完了となる。
【０１７４】
　次に、図２１を参照して、コンセントＡからプラグＢを抜き去る態様について説明する
。図２１（ａ）に示すように、使用者が支持板１２０の前端部を下方に押圧する。この状
態において、突起部９４と傾斜部８９との係合が概ね外された状態となるので、使用者が



(25) JP 2011-198740 A 2011.10.6

10

20

30

40

50

プラグＢを前方に引き抜くことにより、図２１（ｂ）に示すようにコンセントＡからプラ
グＢが引き抜かれた状態となる。このとき、使用者が支持板１２０から指を離すと復元力
により支持板１２０は上方に向けて変位する。
【０１７５】
　上述したように、本実施形態においては、突状部７８の前面７８ａが挿入面を構成して
おり、支持板１２０は挿入面から突出する支持体として機能する。さらに、支持板１２０
の上面１２１は、支持体のうちプラグボディ９０（図２０参照）と対向する面である支持
面を構成する。すなわち、支持面である上面１２１に形成された規制部８７は、プラグＢ
の挿入時に突起部９４を案内し、支持面に沿う平面内で栓刃９１（図２０参照）の挿入方
向（前後方向Ｘ）と直交する直交方向（左右方向Ｙ）へのプラグボディ９０の移動を規制
する。この状態では、コンセント本体１Ａに対するプラグボディ９０の位置は、栓刃９１
が差込口７５に対応する（つまり栓刃９１の進行方向前方に差込口７５が位置する）よう
に、規制されることになる。
【０１７６】
　本実施形態によれば、第１の実施形態の効果（１）～（２２）に加え、以下に示す効果
を得ることができる。
【０１７７】
　（３３）本実施形態では、突起部９４が傾斜部８９に当接したときに、支持板１２０は
コンセント本体１Ａとの結合部位を中心として下方に向けて撓む。これにより、傾斜部８
９が突起部９４に対して離れる方向に向かい変位する。したがって、突起部９４が傾斜部
８９を容易に乗り越えることができるため、プラグＢのコンセントＡへの挿入作業を容易
に行うことができる。
【０１７８】
　加えて、プラグＢがコンセントＡに接続された状態において、使用者が指にて支持板１
２０を下方に向けて押圧することにより、支持板１２０が結合部位を支点として下方に焼
む。これにより、支持板１２０の傾斜部８９がプラグＢの突起部９４から離れる方向に向
けて移動するため、プラグＢをコンセントＡから抜き去るときに傾斜部８９と突起部９４
とが互いに干渉することを抑制することができる。これにより、支持板１２０に、傾斜部
８９が突起部９４から離れる方向に向けて移動するための専用の機構を設けることを省略
することができるため、支持板１２０の簡単化を図ることができる。
【０１７９】
　また、支持板１２０はコンセント本体１Ａに固定されているので、扉体７（図１１参照
）のような開閉動作のための機構も省略することができる。
【０１８０】
　（その他の実施形態）
　本発明は、上記各実施形態に限定されることなく、例えば以下の変更が可能である。ま
た、以下の変形例は、上記各実施形態についてのみ適用されるものでなく、異なる変形例
同士を互いに組み合わせて実施することもできる。また上記各実施形態は、それぞれ組み
合わせて実施することもできる。
【０１８１】
　第５の実施形態では、表示部５４が化粧カバー６の左右方向Ｙの中央部に設けられる構
成であったが、表示部５４の位置はこれに限定されることはない。使用者が視認すること
のできる位置に表示部５４は設けられていればよい。したがって、例えば図２２に示すよ
うに、ボディ３の本体部２０の下方の部位に表示部５４を設けることもできる。
【０１８２】
　第３の実施形態では、保護プレート１７を化粧カバー６とは別部材として設けたが、保
護プレート１７の構成はこれに限定されることはない。化粧カバー６において、プラグＢ
をコンセントＡに挿入する際に栓刃９１が接触する領域に化粧カバー６の硬度よりも高い
硬度の部位を形成していればよい。したがって、保護部材として例えば保護プレート１７
に代えて、化粧カバー６に紫外線を照射することにより硬化及び乾燥する塗料を用いて行
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うＵＶ塗装等の傷に強い塗装を施すこともできる。また化粧カバー６の上記領域を２色成
形として化粧カバー６よりも硬度の高い樹脂材料にて成形することもできる。
【０１８３】
　第６の実施形態では、コンセントＡは扉体に代えて支持板１２０を備えているが、この
構成に限らず、支持体としての支持板１２０とは別に差込口７５を開閉するための扉体が
コンセントＡに付加されていてもよい。あるいは、コンセント本体１Ａのケース７６内部
に、差込口７５を開閉する内扉が設けられていてもよい。
【０１８４】
　また、第６の実施形態では、充電スタンドに設けられる屋外用コンセントを例示したが
、これに限らず、コンセントＡは例えば建造物の壁面を構成する壁パネルなどに取り付け
ることも可能である。その際、コンセントＡは、一般的な露出コンセントと同様に、壁面
からケース７６全体が露出するように取り付けられてもよく、この場合、ケース７６の前
面７７には前面が突状部７８の前面７８ａと面一になるカバー（不図示）が取り付けられ
てもよい。
【０１８５】
　第６の実施形態を除く上記各実施形態では、コンセントブロック２の受口カバー１６の
差込口７５の電源挿入孔７５ａが、この電源挿入孔７５ａの配列方向が長手方向となる略
長方形状に形成された、いわゆる単相２００Ｖ用のコンセントの差込口の形状であった。
ただし、受口カバー１６の差込口７５はこれに限定されることはない。例えば図２３に示
すように、電源挿入孔７５ａの配列方向が短手方向となる略長方形状に形成された、いわ
ゆる単相１００Ｖ用のコンセントの差込口の形状とすることもできる。
【０１８６】
　ここで、コンセントブロック２の端子板１３の形状が第１挟持片６４Ａ及び第２挟持片
６４Ｂにより構成されるため、受口カバー１６を２種類用意するのみにて、コンセントＡ
は単相１００Ｖ用及び単相２００Ｖ用の両方に適用することができるようになる。
【０１８７】
　上記各実施形態では、端子板１３には第１挟持片６４Ａと第２挟持片６４Ｂとにより構
成されたが、端子板１３は第２挟持片６４Ｂを省略することもできる。この場合、単相１
００Ｖ用のコンセントブロック２と単相２００Ｖ用のコンセントブロック２とを用意する
必要がある。
【０１８８】
　第６の実施形態を除く上記各実施形態では、受口カバー１６の底面７４と化粧カバー６
の下端面５２とが互いに平行となるように形成したが、底面と下端面とは互いに異なる角
度にて形成することもできる。
【０１８９】
　第６の実施形態を除く上記各実施形態では、基部８０が化粧カバー６の周壁部５０より
も突出して設けられたが、基部８０と周壁部５０とは、その前方及び左右方向Ｙにおいて
略同位置として設けることもできる。
【０１９０】
　また、周壁部５０の一部が後方に凹む凹形状を設けることにより、基部８０と周壁部５
０とが前方及び左右方向Ｙにおいて略同位置として設けられたとしても、凹形状に対応す
る基部８０の部位のみは、周壁部５０から突出する態様とすることができる。
【０１９１】
　第６の実施形態を除く上記各実施形態では、基部８０の凹所８１の接続部８５が傾斜面
８５ａ，８５ｂを有するように形成されたが、接続部８５は基部８０に対して垂直に延び
るように形成することもできる。
【０１９２】
　第６の実施形態を除く上記各実施形態では、付勢部材としてばね１０を用いたが、付勢
部材は扉体７を閉状態となるように付勢する部材であればよいため、上記ばね１０以外の
部材とすることもできる。
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【０１９３】
　上記各実施形態では、規制部８７と固定部８８とは凹所８１内に設けられる構成であっ
たが、規制部８７及び固定部８８の構成はこれに限定されることはない。例えば、図２４
に示すように、扉体７の基部８０から上方に突出する一対のリブ１１０により規制部８７
を構成し、規制部８７から後方に離間した位置に凹所として固定部８８を構成することも
できる。具体的には、一対のリブ１１０は、それぞれ前後方向Ｘに長手となる直方体に形
成されるとともに、左右方向Ｙにおいて突起部９４（図６参照）の幅Ｈ１と略同一の幅Ｈ
３で互いに離間して設けられている。突起部９４は、一対のリブ１１０と基部８０の表面
とにより形成される空間に収納されるようになる。また固定部８８は、凹所の前方の端面
であるとともに基部８０の表面から下方に上下方向Ｚに沿って形成される固定面１１１が
形成されている。突起部９４が固定部８８に収納される際には、保持面９４ｄが固定面１
１１に当接するようになる。
【０１９４】
　上記各実施形態では、仕切壁８６の前方に傾斜部８９が設けられたが、この傾斜部８９
は省略することもできる。また傾斜部８９の形状は、滑らかな傾斜面に限定されることな
く、例えば、複数の段部から構成される階段状に形成することもできる。
【０１９５】
　第２の実施形態では、傾斜部８９及び連結壁８９ａのそれぞれを凹所８１から上方に突
出する形状、即ち凹所８１の裏面が平面のみにて形成される構成であったが、傾斜部８９
及び連結壁８９ａの構成はこれに限定されることはない。例えば、図２５に示すように、
凹所８１の裏面に上方に向けて凹む凹部８９ｂを設けるとともに、凹所８１の表面側には
上方に突出する傾斜部８９及び連結壁８９ａを設けることもできる。この場合、傾斜部８
９は、前後方向Ｘ及び上下方向Ｚに沿った一対の側壁８９ｃと、これら側壁８９ｃを上方
から左右方向Ｙに連結する傾斜壁８９ｄとにより構成される。そして一対の側壁８９ｃ及
び傾斜壁８９ｄにより囲まれた空間が凹部８９ｂとなる。
【０１９６】
　上記各実施形態では、扉体７の基部８０の凹所８１に仕切壁８６（第２の実施形態にお
いては連結壁８９ａ）を設ける構成であったが、図２６に示すように、仕切壁８６（連結
壁８９ａ）を省略することもできる。この場合、プラグＢの突起部９４の保持面９４ｄは
、傾斜部８９の後方の端面８９ｅに当接するようになる。
【０１９７】
　上記各実施形態では、扉体７の基部８０の凹所８１に傾斜部８９及び仕切壁８６（第２
の実施形態においては連結壁８９ａ）を設ける構成であったが、図２７に示すように、傾
斜部８９及び仕切壁８６（連結壁８９ａ）はそれぞれ省略することができる。これにより
、第１の実施形態の効果（１）～（３）に準じた効果を奏することができる。
【０１９８】
　上記各実施形態では、扉体７の基部８０に凹所８１を設ける構成であったが、図２８に
示すように、凹所８１を省略することもできる。この場合、仕切壁８６（第２の実施形態
においては連結壁８９ａ）及び傾斜部８９はそれぞれ受口カバー１６の凹部７３に収納さ
れるようになる。これにより、扉体７が閉状態において、仕切壁８６（第２の実施形態に
おいては連結壁８９ａ）及び傾斜部８９と受口カバー１６との干渉を回避することができ
るため、上記干渉に起因して基部８０と化粧カバー６の下端面５２との間が離間してしま
うことを抑制することができる。
【０１９９】
　上記各実施形態では、規制部８７に突起部９４を収納した状態において、接地用栓刃９
１ｂの先端部が接地挿入孔７５ｂに挿入された状態となるように規制部８７を形成したが
、規制部８７の位置はこれに限定されることはない。例えば、規制部８７に突起部９４を
収納した状態において、接地用栓刃９１ｂは接地挿入孔７５ｂよりも抜去方向に位置する
こともできる。
【０２００】
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　上記各実施形態では、規制部８７は基部８０に対して開方向に凹む凹形状としたが、規
制部８７の形状はこれに限定されることはない。基部８０より閉方向に突出するように規
制部８７を設けることもできる。この場合、仕切壁８６（第２の実施形態においては連結
壁８９ａ）も基部８０より閉方向に突出するように設けることもできる。
【０２０１】
　上記各実施形態では、プラグボディ９０に突起部９４を設ける構成であったが、この突
起部９４を省略することもできる。この場合には、規制部８７は、プラグボディ９０の下
方の一部を収納するようになり、仕切壁８６（第２の実施形態においては連結壁８９ａ）
はプラグボディ９０の背面（即ちプラグボディ９０の抜き去り方向の端面）と当接するよ
うになる。
【０２０２】
　上記各実施形態では、扉体７に仕切壁８６（第２の実施形態においては連結壁８９ａ）
を設けることにより、プラグＢの抜去方向に対する抜け止め機構を構成したが、この抜け
止め機構の構成はこれに限定されることはない。例えば、栓刃に貫通孔を設け、刃受部の
貫通孔と対応する箇所に突起部を設けた上で、貫通孔に突起部が係合することにより抜け
止め機構を構成することもできる。また、上記抜け止め機構は省略することもできる。
【０２０３】
　上記各実施形態では、凹所８１に設けられた仕切壁８６（第２の実施形態においては連
結壁８９ａ）により規制部８７と固定部８８とを区分けする構成であったが、規制部８７
及び固定部８８の構成はこれに限定されることはない。例えば、凹所８１が前後方向Ｘに
離間して２つ設けられ、前方の凹所を規制部８７とし、後方の凹所を固定部８８とするこ
ともできる。この場合、規制部８７の凹所の後方において、凹所の底面から後方に向かう
につれて上方に傾斜する後方傾斜面を設けることもできる。これにより、プラグＢを栓刃
挿入方向Ｖに移動するのみにて突起部９４が規制部８７から乗り越えることができる。
【０２０４】
　上記各実施形態では、コンセントＡを屋外に設けられた防水コンセントあるいは屋外用
コンセントに適用したが、コンセントＡは屋内のコンセントにも適用することができる。
【符号の説明】
【０２０５】
　Ａ…コンセント、Ｂ…プラグ、ＳＣ１～ＳＣ３…ねじ部材、ＷＬ…壁面、１Ａ…コンセ
ント本体、１Ｂ…扉開閉機構、２…コンセントブロック、３…ボディ、４…防水パッキン
（パッキン）、５…取付枠、６…化粧カバー、７…扉体（支持体）、８…シャフト、９…
軸ボディ、９ａ…シャフト挿通孔、１０…つるまきばね（ばね）、１１…コンセントボデ
ィ、１１ａ…固定部、１１ｂ…底壁、１１ｃ…電線挿通孔、１１ｄ…操作孔、１２…コン
セントカバー、１２ａ…固定部、１３…端子板、１３Ａ…電源端子板、１３Ｂ…接地端子
板、１４…錠ばね、１５…解除釦、１６…受口カバー、１７…保護プレート（保護部材）
、１８…スペーサ、１９…防水パッキン、２０…本体部、２１…保持部、２２…貫通孔、
２３…カバー体、２４…嵌合部、２５…挿通孔、２６…当接面、３０…本体部、３１…蓋
部、３２…電線挿通孔、３３…段部、３４…貫通孔、４０…本体部、４１…貫通孔、４２
…取付孔、４３…貫通孔、５０…周壁部、５１…上壁、５２…下端面（接触面）、５３…
凹部、５４…表示部、５５…貫通孔、５６…カバー部材、５７…発光ダイオード、６０…
基部、６１…刃受部、６２…錠ばね接触部、６３…電線接触部、６４Ａ…第１挟持片、６
４Ｂ…第２挟持片、６５…刃受部、６６…錠ばね接触部、６７…電線接触部、７０…本体
部、７１…周壁面、７２…下面、７３…凹部、７４…底面（挿入面）、７５…差込口、７
５ａ…電源挿入孔、７５ｂ…接地挿入孔、７６…ケース、７７…前面、７８…突状部、７
８ａ…前面（挿入面）、７９…ねじ穴、８０…基部、８０ａ…表面（支持面）、８１…凹
所、８２…シャフト挿通部、８３…湾曲凹部、８４…底面、８４ａ…平面、８４ｂ…平面
、８４ｃ…傾斜面、８５…接続部、８５ａ…前方傾斜面、８５ｂ…側方傾斜面、８６…仕
切壁、８７…規制部、８８…固定部、８９…傾斜部、８９ａ…連結壁、８９ｂ…側壁、８
９ｄ…傾斜壁、８９ｅ…端面、９０…プラグボディ、９１…栓刃、９１ａ…電源用栓刃、
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９１ｂ…接地用栓刃、９１ｂ１…先端部、９２…ケーブル、９３…把持部、９４…突起部
、９４ａ…下端部、９４ｂ…前方傾斜部、９４ｃ…側方傾斜部、９４ｄ…保持面、９４ｅ
…凹部、９５…位置表示部、９６…当接面、９７…係合部、１００…本体部、１０１…電
線挿通孔、１０２…ねじ挿通孔、１１０…リブ、１１１…固定面、１２０…支持板（支持
体）、１２１上面（支持面）。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】

【図２３】
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【図２４】

【図２５】

【図２６】

【図２７】

【図２８】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年1月21日(2011.1.21)
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、プラグの栓刃が差込口に挿入されることでプラグと電気的に接続されるコン
セント、接続装置に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明は、上記実情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、栓刃を差
込口に容易に挿入することのできるコンセント、接続装置を提供することにある。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　本発明によれば、栓刃を差込口に容易に挿入することのできるコンセント、接続装置を
提供することができる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プラグボディから栓刃が突出して設けられたプラグが接続されるコンセントであって、
　差込口から挿入される前記栓刃を挟持する刃受部を具備するコンセント本体を備え、
　前記コンセント本体には、プラグの接続時に前記プラグボディの一部に当接する規制部
が設けられており、
　前記規制部は、前記プラグボディの一部に当接することで前記栓刃の挿入方向とは異な
る方向への前記プラグボディの移動を規制し、前記コンセント本体に対する前記プラグボ
ディの位置を前記栓刃と前記差込口とが対応する位置に合わせる
　ことを特徴とするコンセント。
【請求項２】
　前記コンセント本体から突出して設けられた支持体を備え、
　前記規制部は、前記支持体のうち前記プラグボディと対向する面である支持面に設けら
れており、プラグの接続時には、前記プラグボディの一部に当接して、前記支持面に沿う
平面内で前記栓刃の挿入方向と直交する直交方向への前記プラグボディの移動を規制する
　ことを特徴とする請求項１に記載のコンセント。
【請求項３】
　前記規制部は、前記支持体の前記支持面に設けられた凹所であって、前記プラグボディ
に設けられている突起部が納まる凹所からなる
　ことを特徴とする請求項２に記載のコンセント。
【請求項４】
　前記凹所には、前記栓刃の挿入方向において前記凹所の底面から前記支持面に向かい傾
斜する傾斜部が設けられる
　ことを特徴とする請求項３に記載のコンセント。
【請求項５】
　前記支持体の前記支持面における前記栓刃の挿入方向の前記規制部よりも前記コンセン
ト本体側には、前記栓刃を前記刃受部に把持した状態において前記プラグボディに設けら
れている突起部を固定する固定部が設けられる
　ことを特徴とする請求項２～４のいずれか一項に記載のコンセント。
【請求項６】
　前記固定部は、前記栓刃を前記刃受部に把持した状態において前記プラグボディに設け
られている係合部と係合することにより、前記支持体に対する前記プラグボディの前記直
交方向の移動を規制する
　ことを特徴とする請求項５に記載のコンセント。
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【請求項７】
　前記固定部は、前記支持体の前記支持面から突出する突形状を有し、凹形状の前記係合
部により前記直交方向の両側から挟みこまれる
　ことを特徴とする請求項６に記載のコンセント。
【請求項８】
　前記凹所は、仕切壁が設けられることにより２つの凹所に区分けされ、
　前記栓刃の挿入方向における前記コンセント本体側の前記凹所が前記栓刃を前記刃受部
に挟持した状態において前記突起部を固定する固定部となり、前記コンセント本体とは反
対側の前記凹所が前記規制部となる
　ことを特徴とする請求項３または４に記載のコンセント。
【請求項９】
　前記支持体は、前記差込口を覆う閉位置と前記差込口を外部に露出させる開位置との間
で回動可能な扉体からなり、
　前記扉体を前記閉位置へ向かい付勢する付勢部材をさらに備える
　ことを特徴とする請求項２～８のいずれか一項に記載のコンセント。
【請求項１０】
　前記閉位置において、前記扉体は前記コンセント本体の外縁よりも突出する部位を有す
る
　ことを特徴とする請求項９に記載のコンセント。
【請求項１１】
　前記コンセント本体には、前記挿入口が形成された挿入面を露出させるとともに当該挿
入面以外の面を覆う化粧カバーが設けられ、
　前記化粧カバーの表面には、前記扉体が前記閉位置にあるときの前記規制部と対応する
位置に前記化粧カバーを保護する保護部材が設けられる
　ことを特徴とする請求項１０に記載のコンセント。
【請求項１２】
　前記コンセント本体には、前記扉体が閉位置となるときに当該扉体と接触する接触面が
設けられ、
　前記接触面は、前記挿入口が形成された挿入面と平行となる
　ことを特徴とする請求項９～１１のいずれか一項に記載のコンセント。
【請求項１３】
　前記コンセント本体には、当該コンセント本体への電力供給のオン状態及びオフ状態を
表示する表示部が設けられる
　ことを特徴とする請求項１～１２のいずれか一項に記載のコンセント。
【請求項１４】
　前記コンセント本体は壁面に取り付けられ、
　前記コンセント本体と前記壁面との間には、スペーサが挟まれる
　ことを特徴とする請求項１～１３のいずれか一項に記載のコンセント。
【請求項１５】
　前記刃受部は、所定方向に配列された一対の第１挟持片と、前記所定方向に直交する方
向に隣接して配列された第２挟持片とを有する
　ことを特徴とする請求項１～１４のいずれか一項に記載のコンセント。
【請求項１６】
　プラグボディから栓刃が突出して設けられたプラグと、前記栓刃が挿抜自在に挿入され
るコンセントとを備える接続装置であって、
　前記コンセントは、差込口から挿入される栓刃を挟持する刃受部を具備するコンセント
本体を備え、
　前記コンセント本体には、プラグの接続時に前記プラグボディの一部に当接する規制部
が設けられており、
　前記規制部は、前記プラグボディの一部に当接することで前記栓刃の挿入方向とは異な
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る方向への前記プラグボディの移動を規制し、前記コンセント本体に対する前記プラグボ
ディの位置を前記栓刃と前記差込口とが対応する位置に合わせる
　ことを特徴とする接続装置。
【請求項１７】
　前記コンセントは、前記コンセント本体から突出して設けられた支持体を備え、
　前記プラグボディには、前記支持体のうち前記プラグボディと対向する面である支持面
に設けられている前記規制部に当接する突起部が、前記支持面と対向する一側面から突出
して設けられており、
　前記規制部は、前記プラグの接続時には、前記突起部に当接して、前記支持面に沿う平
面内で前記栓刃の挿入方向と直交する直交方向への前記プラグボディの移動を規制する
　ことを特徴とする請求項１６に記載の接続装置。
【手続補正書】
【提出日】平成23年6月27日(2011.6.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プラグボディから栓刃が突出して設けられたプラグが接続されるコンセントであって、
　差込口から挿入される前記栓刃を挟持する刃受部を具備するコンセント本体を備え、
　前記コンセント本体には、プラグが接続される際に前記プラグボディの一部に当接する
規制部が設けられており、
　前記規制部は、前記差込口に前記栓刃が挿入される際に、前記プラグボディの一部に当
接することで前記栓刃の挿入方向とは異なる方向への前記プラグボディの移動を規制し、
前記コンセント本体に対する前記プラグボディの位置を前記栓刃と前記差込口とが対応す
る位置に合わせる
　ことを特徴とするコンセント。
【請求項２】
　前記コンセント本体から突出して設けられた支持体を備え、
　前記規制部は、前記支持体のうち前記プラグボディと対向する面である支持面に設けら
れており、前記差込口に前記栓刃が挿入される際には、前記プラグボディの一部に当接し
て、前記支持面に沿う平面内で前記栓刃の挿入方向と直交する直交方向への前記プラグボ
ディの移動を規制する
　ことを特徴とする請求項１に記載のコンセント。
【請求項３】
　前記規制部は、前記支持体の前記支持面に設けられた凹所であって、前記プラグボディ
に設けられている突起部が納まる凹所からなる
　ことを特徴とする請求項２に記載のコンセント。
【請求項４】
　前記凹所には、前記栓刃の挿入方向において前記凹所の底面から前記支持面に向かい傾
斜する傾斜部が設けられる
　ことを特徴とする請求項３に記載のコンセント。
【請求項５】
　前記支持体の前記支持面における前記栓刃の挿入方向の前記規制部よりも前記コンセン
ト本体側には、前記栓刃を前記刃受部に把持した状態において前記プラグボディに設けら
れている突起部を固定する固定部が設けられる
　ことを特徴とする請求項２～４のいずれか一項に記載のコンセント。
【請求項６】
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　前記固定部は、前記栓刃を前記刃受部に把持した状態において前記プラグボディに設け
られている係合部と係合することにより、前記支持体に対する前記プラグボディの前記直
交方向の移動を規制する
　ことを特徴とする請求項５に記載のコンセント。
【請求項７】
　前記固定部は、前記支持体の前記支持面から突出する突形状を有し、凹形状の前記係合
部により前記直交方向の両側から挟みこまれる
　ことを特徴とする請求項６に記載のコンセント。
【請求項８】
　前記凹所は、仕切壁が設けられることにより２つの凹所に区分けされ、
　前記栓刃の挿入方向における前記コンセント本体側の前記凹所が前記栓刃を前記刃受部
に挟持した状態において前記突起部を固定する固定部となり、前記コンセント本体とは反
対側の前記凹所が前記規制部となる
　ことを特徴とする請求項３または４に記載のコンセント。
【請求項９】
　前記支持体は、前記差込口を覆う閉位置と前記差込口を外部に露出させる開位置との間
で回動可能な扉体からなり、
　前記扉体を前記閉位置へ向かい付勢する付勢部材をさらに備える
　ことを特徴とする請求項２～８のいずれか一項に記載のコンセント。
【請求項１０】
　前記閉位置において、前記扉体は前記コンセント本体の外縁よりも突出する部位を有す
る
　ことを特徴とする請求項９に記載のコンセント。
【請求項１１】
　前記コンセント本体には、前記挿入口が形成された挿入面を露出させるとともに当該挿
入面以外の面を覆う化粧カバーが設けられ、
　前記化粧カバーの表面には、前記扉体が前記閉位置にあるときの前記規制部と対応する
位置に前記化粧カバーを保護する保護部材が設けられる
　ことを特徴とする請求項１０に記載のコンセント。
【請求項１２】
　前記コンセント本体には、前記扉体が閉位置となるときに当該扉体と接触する接触面が
設けられ、
　前記接触面は、前記挿入口が形成された挿入面と平行となる
　ことを特徴とする請求項９～１１のいずれか一項に記載のコンセント。
【請求項１３】
　前記コンセント本体には、当該コンセント本体への電力供給のオン状態及びオフ状態を
表示する表示部が設けられる
　ことを特徴とする請求項１～１２のいずれか一項に記載のコンセント。
【請求項１４】
　前記コンセント本体は壁面に取り付けられ、
　前記コンセント本体と前記壁面との間には、スペーサが挟まれる
　ことを特徴とする請求項１～１３のいずれか一項に記載のコンセント。
【請求項１５】
　前記刃受部は、所定方向に配列された一対の第１挟持片と、前記所定方向に直交する方
向に隣接して配列された第２挟持片とを有する
　ことを特徴とする請求項１～１４のいずれか一項に記載のコンセント。
【請求項１６】
　プラグボディから栓刃が突出して設けられたプラグと、前記栓刃が挿抜自在に挿入され
るコンセントとを備える接続装置であって、
　前記コンセントは、差込口から挿入される栓刃を挟持する刃受部を具備するコンセント
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本体を備え、
　前記コンセント本体には、プラグが接続される際に前記プラグボディの一部に当接する
規制部が設けられており、
　前記規制部は、前記差込口に前記栓刃が挿入される際に、前記プラグボディの一部に当
接することで前記栓刃の挿入方向とは異なる方向への前記プラグボディの移動を規制し、
前記コンセント本体に対する前記プラグボディの位置を前記栓刃と前記差込口とが対応す
る位置に合わせる
　ことを特徴とする接続装置。
【請求項１７】
　前記コンセントは、前記コンセント本体から突出して設けられた支持体を備え、
　前記プラグボディには、前記支持体のうち前記プラグボディと対向する面である支持面
に設けられている前記規制部に当接する突起部が、前記支持面と対向する一側面から突出
して設けられており、
　前記規制部は、前記差込口に前記栓刃が挿入される際には、前記突起部に当接して、前
記支持面に沿う平面内で前記栓刃の挿入方向と直交する直交方向への前記プラグボディの
移動を規制する
　ことを特徴とする請求項１６に記載の接続装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明のコンセントは、プラグボディから栓刃が突出して設けられたプラグが接続され
るコンセントであって、差込口から挿入される前記栓刃を挟持する刃受部を具備するコン
セント本体を備え、前記コンセント本体には、プラグが接続される際に前記プラグボディ
の一部に当接する規制部が設けられており、前記規制部は、前記差込口に前記栓刃が挿入
される際に、前記プラグボディの一部に当接することで前記栓刃の挿入方向とは異なる方
向への前記プラグボディの移動を規制し、前記コンセント本体に対する前記プラグボディ
の位置を前記栓刃と前記差込口とが対応する位置に合わせることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　このコンセントにおいて、前記コンセント本体から突出して設けられた支持体を備え、
前記規制部は、前記支持体のうち前記プラグボディと対向する面である支持面に設けられ
ており、前記差込口に前記栓刃が挿入される際には、前記プラグボディの一部に当接して
、前記支持面に沿う平面内で前記栓刃の挿入方向と直交する直交方向への前記プラグボデ
ィの移動を規制することが望ましい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　本発明の接続装置は、プラグボディから栓刃が突出して設けられたプラグと、前記栓刃
が挿抜自在に挿入されるコンセントとを備える接続装置であって、前記コンセントは、差
込口から挿入される栓刃を挟持する刃受部を具備するコンセント本体を備え、前記コンセ
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ント本体には、プラグが接続される際に前記プラグボディの一部に当接する規制部が設け
られており、前記規制部は、前記差込口に前記栓刃が挿入される際に、前記プラグボディ
の一部に当接することで前記栓刃の挿入方向とは異なる方向への前記プラグボディの移動
を規制し、前記コンセント本体に対する前記プラグボディの位置を前記栓刃と前記差込口
とが対応する位置に合わせることを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　この接続装置において、前記コンセントは、前記コンセント本体から突出して設けられ
た支持体を備え、前記プラグボディには、前記支持体のうち前記プラグボディと対向する
面である支持面に設けられている前記規制部に当接する突起部が、前記支持面と対向する
一側面から突出して設けられており、前記規制部は、前記差込口に前記栓刃が挿入される
際には、前記突起部に当接して、前記支持面に沿う平面内で前記栓刃の挿入方向と直交す
る直交方向への前記プラグボディの移動を規制することが望ましい。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
　またこの状態において、栓刃９１が差込口７５に対して栓刃挿入方向Ｖにおいて対応し
た位置に配置されるようになる。具体的には、栓刃９１のうちの接地用栓刃９１ｂの先端
部９１ｂ１が差込口７５（接地挿入孔７５ｂ）に挿入されるようになる。一方、電源用栓
刃９１ａは差込口７５よりも挿入方向に位置している。即ち上記栓刃９１の差込口７５に
対する配置状態において、栓刃挿入方向ＶにプラグＢを移動させると、栓刃９１が差込口
７５に挿入されるようになる。
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